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平成２９年第１回大仙市議会定例会会議録第１号

平成２９年２月２４日（金曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成２９年２月２４日（金曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （２２日間）

第 ３ 議長報告 ・専決処分報告（法第１８０条関係）

・平成２８年度定期監査（前期）報告書

・例月現金出納検査結果

・議会動静報告書

第 ４ 市政報告

第 ５ 大仙美郷環境事業組合議会議員の補欠選挙

第 ６ 報告第 １号 専決処分報告について（平成２８年度大仙市一般会計補正予算

（第７号））

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第 １号 財産の取得について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第 ２号 財産の取得について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第 ３号 財産の取得について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第 ４号 財産の取得について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１１ 議案第 ５号 平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第８号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第 ６号 大仙市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）
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第１３ 議案第 ７号 大仙市税条例等の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第１４ 議案第 ８号 大仙市地域自治区の設置等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）

第１５ 議案第 ９号 大仙市ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第１６ 議案第１０号 大仙市家畜導入事業資金貸付基金条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第１７ 議案第１１号 大仙市立太田生活改善センター条例の一部を改正する条例の制

定について （説 明）

第１８ 議案第１２号 大仙市仙北健康広場条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第１９ 議案第１３号 大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第２０ 議案第１４号 大仙市低炭素建築物新築等計画認定等手数料条例の一部を改正

する条例の制定について （説 明）

第２１ 議案第１５号 大仙市南外特用林産研修施設設置条例を廃止する条例の制定に

ついて （説 明）

第２２ 議案第１６号 大仙市簡易水道事業基金条例を廃止する条例の制定について

第２３ 議案第１７号 大仙市アーカイブズ条例の制定について （説 明）

第２４ 議案第１８号 大仙市雪対策基本条例の制定について （説 明）

第２５ 議案第１９号 大仙市おおたコミュニティプラザ条例の制定について

（説 明）

第２６ 議案第２０号 町の区域の変更について （説 明）

第２７ 議案第２１号 市道の路線の認定及び廃止について （説 明）

第２８ 議案第２２号 平成２９年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れについ

て （説 明）

第２９ 議案第２３号 平成２９年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への

繰入れについて （説 明）
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第３０ 議案第２４号 平成２９年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰

入れについて （説 明）

第３１ 議案第２５号 平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れにつ

いて （説 明）

第３２ 議案第２６号 平成２９年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについて

（説 明）

第３３ 議案第２７号 平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第９号） （説 明）

第３４ 議案第２８号 平成２８年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）

第３５ 議案第２９号 平成２８年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第３６ 議案第３０号 平成２８年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第３７ 議案第３１号 平成２８年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第３８ 議案第３２号 平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

（説 明）

第３９ 議案第３３号 平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第４

号） （説 明）

第４０ 議案第３４号 平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正

予算（第４号） （説 明）

第４１ 議案第３５号 平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第４２ 議案第３６号 平成２８年度大仙市上水道事業会計補正予算（第２号）

（説 明）

第４３ 議案第３７号 平成２９年度大仙市一般会計予算 （説 明）

第４４ 議案第３８号 平成２９年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算（説 明）

第４５ 議案第３９号 平成２９年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算 （説 明）

第４６ 議案第４０号 平成２９年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算（説 明）

第４７ 議案第４１号 平成２９年度大仙市学校給食事業特別会計予算 （説 明）
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第４８ 議案第４２号 平成２９年度大仙市奨学資金特別会計予算 （説 明）

第４９ 議案第４３号 平成２９年度大仙市公共下水道事業特別会計予算 （説 明）

第５０ 議案第４４号 平成２９年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

（説 明）

第５１ 議案第４５号 平成２９年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算

（説 明）

第５２ 議案第４６号 平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算（説 明）

第５３ 議案第４７号 平成２９年度大仙市スキー場事業特別会計予算 （説 明）

第５４ 議案第４８号 平成２９年度大仙市太陽光発電事業特別会計予算 （説 明）

第５５ 議案第４９号 平成２９年度大仙市内小友財産区特別会計予算 （説 明）

第５６ 議案第５０号 平成２９年度大仙市大川西根財産区特別会計予算 （説 明）

第５７ 議案第５１号 平成２９年度大仙市荒川財産区特別会計予算 （説 明）

第５８ 議案第５２号 平成２９年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算 （説 明）

第５９ 議案第５３号 平成２９年度大仙市船岡財産区特別会計予算 （説 明）

第６０ 議案第５４号 平成２９年度大仙市淀川財産区特別会計予算 （説 明）

第６１ 議案第５５号 平成２９年度市立大曲病院事業会計予算 （説 明）

第６２ 議案第５６号 平成２９年度大仙市上水道事業会計予算 （説 明）

第６３ 議案第５７号 平成２９年度大仙市簡易水道事業会計予算 （説 明）

第６４ 公共施設等総合管理計画調査特別委員会の最終報告

出席議員（２６人）

１番 佐 藤 芳 雄 ２番 秩 父 博 樹 ４番 佐 藤 隆 盛

５番 後 藤 健 ６番 佐 藤 育 男 ７番 石 塚 柏

８番 藤 田 和 久 ９番 佐 藤 文 子 １０番 小 山 緑 郎

１１番 茂 木 隆 １２番 橋 村 誠 １３番 古 谷 武 美

１４番 金 谷 道 男 １５番 高 橋 幸 晴 １６番 冨 岡 喜 芳

１７番 大 野 忠 夫 １８番 小 松 栄 治 １９番 渡 邊 秀 俊

２０番 佐 藤 清 吉 ２１番 児 玉 裕 一 ２２番 高 橋 敏 英

２４番 大 山 利 吉 ２５番 本 間 輝 男 ２６番 鎌 田 正

２７番 橋 本 五 郎 ２８番 千 葉 健
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欠席議員（０人）

遅刻議員（０人）

早退議員（０人）

説明のため出席した者

副 市 長
久 米 正 雄 教 育 長 吉 川 正 一

（市長職務代理者）

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 佐 藤 芳 彦

企 画 部 長 小 松 英 昭 市 民 部 長 髙 階 仁

健 康 福 祉 部 長 小野地 淳 司 農 林 部 長 今 野 功 成

経 済 産 業 部 長 小野地 洋 建 設 部 長 朝 田 司

病 院 事 務 長 冨 樫 公 誠 教 育 指 導 部 長 伊 藤 雅 己

生 涯 学 習 部 長 山 谷 喜 元 総 務 課 長 福 原 勝 人

議会事務局職員出席者

局 長 伊 藤 義 之 参 事 堀 江 孝 明

主 幹 齋 藤 孝 文 副 主 幹 冨 樫 康 隆

主 席 主 査 佐 藤 和 人

午前１０時００分 開 会

○議長（千葉 健） おはようございます。

これより平成２９年第１回大仙市議会定例会を開会いたします。

大仙市長職務代理者から招集の挨拶があります。久米副市長。

【久米市長職務代理者 登壇】

○市長職務代理者（久米正雄） 皆さんおはようございます。

今次定例会は、市長が病気療養中のため、私から招集させていただきました。

議員各位におかれましては、ご参集をいただきまして、誠にありがとうございます。

今次定例会におきましてご審議をお願いいたします案件は、専決処分報告１件、条例
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案１４件、単行案１１件、補正予算案１１件、当初予算案２１件の合計５８件でありま

す。

このほか、準備が整い次第、西仙北地域の暁橋の補修工事請負契約の締結にかかわる

単行案１件及び除雪機械２台の取得にかかわる単行案１件の合計２件を追加提案させて

いただきたいと存じます。

各案件につきまして、よろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げます。

続きまして、この場をお借りし、市長の病気療養などについて、ご報告申し上げます。

市長は、体調に不安を感じ、１月３１日に医療機関を受診したところ、今月末まで療

養を要するとの診断を受けました。

これに伴いまして、市長から公務に当たることができないため、職務代理者を設置す

るよう指示を受けたことから、現在、私が職務代理者として公務に当たっております。

今後の状況につきましては、わかり次第、改めてご報告させていただきたいと存じま

す。

次に、老松副市長の退職についてであります。

去る２月７日、副市長の老松博行氏から、一身上の都合による退職の申出がありまし

た。この申出について承認し、老松副市長は、２月８日をもって退職したことをご報告

させていただきます。

なお、水道局長につきましては、現在、病気療養中のため、本会議を欠席させていた

だきますので、ご了承をお願い申し上げます。

以上、ご報告申し上げ、招集の挨拶といたします。

【久米市長職務代理者 降壇】

午前１０時０２分 開 議

○議長（千葉 健） これより本日の会議を開きます。

○議長（千葉 健） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（千葉 健） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、議長において７番石塚柏君、８

番藤田和久君、９番佐藤文子さんを指名いたします。
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○議長（千葉 健） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月１７日までの２２日間といた

したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって、会期は２２日間と決定いたしまし

た。

○議長（千葉 健） 次に、日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

はじめに、議員の閉会中の辞職許可報告を行います。

武田隆議員から、平成２９年２月１日をもって辞職したい旨の辞職願が提出されまし

たので、同日付で許可いたしました。

次に、欠員となりました議会改革推進会議委員を、同設置規程第３条第２項により、

７番石塚柏君を指名いたしましたので報告いたします。

また、議会の委任による専決処分報告が大仙市長職務代理者から、平成２８年度定期

監査報告書及び例月現金出納検査結果が市監査委員から提出されております。

さらに、１２月定例会初日から昨日までの議会動静報告書を、別添お手元に配付のと

おり報告いたします。

○議長（千葉 健） 次に、日程第４、大仙市長職務代理者から市政報告の申し出があり

ますので、これを許します。久米副市長。

【久米市長職務代理者 登壇】

○市長職務代理者（久米正雄） 平成２９年第１回市議会定例会にあたり、主要事業の進

捗状況並びに平成２９年度当初予算（案）の概要について申し上げます。

まずはじめに、先ほどの招集挨拶でもご報告申し上げましたが、栗林市長の病気療養

について申し上げます。

議員各位におかれましては、既にご承知のとおり、現在、栗林市長が病気療養に専念

するため公務を離れており、市長が復帰するまでの間、私が職務代理者としてその任に

当たっております。

また、老松副市長については、一身上の都合により、２月８日付で退職しております。
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特別職の２人が不在となり、議員各位をはじめ市民の皆様には、大変なご心配をお掛

けしておりますが、栗林市長の不在の間、事務の執行に滞りがないよう、引き続き、職

員とともに全力で取り組んでまいりますので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願い

申し上げます。

それでは、主要事業の進捗状況についてご報告いたします。

はじめに、２月２０日現在の雪対策の状況についてであります。

累加降雪量については、４．５ｍで平年の９２％となっております。

雪害の状況については、人的被害が死亡１件、重傷１１件、軽傷４件となっているほ

か、空き家の倒壊が２件発生しております。

道路除雪については、平年同時期より５回少ない２１回の一斉出動を行っております。

市といたしましては、防災ネットだいせんをはじめとした雪下ろし注意喚起広報の実

施や危険な空き家の見回りなどを行い、被害の防止に努めるとともに、引き続き、万全

な除排雪体制を維持し、市民の安全確保を図ってまいります。

昨年度創設した「高齢者等雪対策総合支援事業」については、延べ８１３世帯から利

用申請があり、その内訳は、間口除雪が４５９世帯、雪下ろし事業者の割り当て希望が

４８１世帯となっており、これに対応する雪下ろし登録事業者は１０７事業者となって

おります。本事業の実施状況については、間口除雪が延べ約９千回、雪下ろしが１５１

件となっております。

なお、市民が冬期間においても安全・安心に生活できるよう、市民、事業所、行政、

自治会等が一体となり、協働で雪対策に取り組むため「雪対策基本条例」を制定するこ

ととしており、今次定例会に条例案を上程しております。

次に、花火産業構想の進捗状況についてであります。

第１６回国際花火シンポジウムについては、４月２４日の開会まで残すところ２カ月

となりました。

国際花火シンポジウムは、世界各国の花火関係者や研究者が一堂に会する国際会議で、

花火に関する科学技術や安全性、芸術性などに関する研究発表、花火業者による製品紹

介や商談取引などが行われるトレードショーが、大曲市民会館小ホールと大曲交流セン

ターを会場に開催されます。４月２９日までの期間中には、県の協力のもと県立農業科

学館で参加者歓迎パーティーを開催するほか、旧池田氏庭園の観覧やまほろば唐松で薪

能鑑賞を行うオプショナルツアーを実施するなど、本市の魅力を参加者にＰＲする観光
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イベントも準備しております。

また、シンポジウム参加者と市民との交流機会を創出し、市民の歓迎ムードを醸成す

るため、大曲ヒカリオを会場に市主催による伝統芸能発表や飲食を提供する歓迎イベン

トを開会前日の２３日に開催する予定であります。

シンポジウムへの参加者の登録状況については、１２月３日から参加者登録及びト

レードショーの出展登録が開始され、２月１５日現在、シンポジウム参加者は１８９人、

トレードショー出展業者は２８社となっております。また、宿泊予約の状況については、

２月１５日現在で、国内外２９カ国の３３１人となっております。

シンポジウム期間中の花火打上については、２５日と２７日から２９日までの合計４

日間、全国花火競技大会と同じ会場で、「第１６回国際花火シンポジウム 大曲の花火

～春の章～」と題した花火大会を開催いたします。

大会テーマを「世界の花火 日本の花火」とし、スペインやメキシコなどの海外花火

業者５社による国際色豊かな花火と、歴代の内閣総理大臣賞受賞者や地元花火業者によ

る日本の技術の粋を集めた花火が共演するほか、春らしい演出も交えた内容となってお

ります。シンポジウム参加者から「日本の花火」「大曲の花火」を鑑賞いただき、その

技術力や芸術性が世界に発信されることで、今後の観光振興につながるものと期待して

おります。

なお、「春の章」における海外からの花火玉の輸送や参加者の受入態勢の整備などに

かかわる年度内の準備経費については、本日の議決案件として関連予算の補正をお願い

しており、財源としては、国の第２次補正予算による東北観光復興対策交付金の活用を

予定しております。

開会まで残りわずかとなりましたが、大仙市が一体となってシンポジウム参加者をお

もてなしの心でお迎えするため、今後も関係機関並びに市民団体等と協力しながら準備

を進めてまいります。

構想の施策１「花火の文化的価値を高め、継承し、広く示す拠点づくり」にかかわる

事業のうち、花火をモチーフとしたデザインの導入については、「毎月花火の上がるま

ち」を効果的に発信するためのロゴマークを新たに作成しており、５０ｃｃ以下の原動

機付自転車用オリジナルナンバープレートや市内の案内サインなどに活用していくこと

としております。

施策２「花火を支える人材育成・研究開発の場の創出」にかかわる事業のうち、花火
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を支える人材の育成については、３月１４日に足利工業大学の丁教授を講師に迎え、昨

年９月に実施した資格取得講座及び高校生を対象とした煙火学出前講座に続き、市内及

び美郷町の花火会社の社員を対象とした火薬の安全な取り扱いに関する講習会を開催す

る予定であります。

花火の共同研究開発については、大曲の花火協同組合が足利工業大学の協力のもと、

「白に近い桃色の花火」と昨年度から継続となる「明るく濃い青色の花火」の開発を

行っており、３月１８日に開催される新作花火コレクションにおいて研究成果を披露す

る予定であります。

施策４「花火ブランドを活かした観光・商業・農業振興策の強化・拡充」にかかわる

事業のうち、国内外に向けた観光情報の発信については、本市の観光情報への入口とし

て、花火の自動撮影機能、本市の花火大会において、ドローンや３６０度カメラで撮影

した特殊映像、観光情報を盛り込んだスマートフォン用アプリ「大仙花火カメラ」を新

たに開発し、２月１７日から公開しております。

おみやげ商品の開発については、本市の農水産物を原材料としたおみやげ商品のブ

ランド立ち上げを目指し、商品開発の専門家を入れながらブランドコンセプト及び商品

開発計画の作成作業を進めております。

花火玉の原料開発については、秋田県立大学が南外地域及び西仙北地域の炭窯を使い、

花火に適した松炭の焼き方と製造条件の研究を行っており、同大学の栗本康司教授を講
や す じ

師に招き、２月２８日に花火関係者、林業関係者などを対象に中間報告会を開催するこ

ととしております。

また、新作花火コレクションでは、大曲の花火協同組合が市内の松炭を使った花火を

打ち上げる予定であります。

次に、総務部関係についてであります。

３回目となる「大仙市いっせい防災行動訓練」については、前回を約６千人上回る２

万７，９７９人の参加をいただき、１月２３日に実施しております。冬期間における地

震の発生を想定し、自主防災組織、小・中学生など多くの市民が身を守る基本的な動作

を確認したほか、プラスワン訓練として、神岡庁舎に災害対策本部を設置し、災害時相

互応援協定を締結している神奈川県座間市との連携による災害対策本部設置運営訓練な

どを実施しております。

「公共施設等総合管理計画」については、６月に市議会にお示しした計画案にかかわ
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る地域協議会への説明やパブリックコメントを１０月まで実施しております。併せて、

市議会の「公共施設等総合管理計画調査特別委員会」から最終報告をいただくこととし

ており、これらの意見等を反映させながら、来月には策定を完了することとしておりま

す。

公文書館の整備については、改修工事が今月末で完了する見込みであり、今次定例会

に名称を「大仙市アーカイブズ」、開館日を本年５月３日とすることなどを盛り込んだ

条例案を上程しております。

次に、健康福祉部関係についてであります。

国が消費税率の引き上げによる影響の緩和策として実施している平成２８年度臨時福

祉給付金については、１月末現在の申請率が９４．２パーセントとなっております。

また、国の第２次補正予算による経済対策臨時福祉給付金については、対象者１人当

たり１万５千円が支給されることとなっております。対象と見込まれる方には、２月下

旬から順次申請書を発送し、３月１日から受付を開始することとしております。

次に、農林部関係についてであります。

大豆振興については、市内４地域に設置した各実証ほ場の結果を踏まえ、２月９日に

実績検討会を開催しております。平成２８年産大豆は、天候に恵まれた昨年度には及ば

ないものの、比較的高い収量が見込まれることから、これまで実施してきた大豆栽培モ

デル対策事業が農家の栽培技術の向上に結びついたものと考えております。

なお、転作作物としての取組面積が増加したことに加え、当初見込んだ収量を上回る

見込みであることから、市独自の大豆栽培モデル対策事業の補助金について、今次定例

会に予算の補正をお願いしております。

県内一の生産量を誇る枝豆については、ＪＡ秋田おばこが、さらなる増産に向けた生

産体制の強化を図るため、旧中仙営農センター内に枝豆選別機を導入する計画が国の産

地パワーアップ事業に採択される見通しとなったことから、今次定例会に予算の補正を

お願いしております。

畜産振興については、協和地域小種地区において、農業法人による２００頭規模の繁

殖用牛舎を整備する計画が、今般、国の畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業に採

択される見通しとなったことから、今次定例会に関連予算の補正をお願いしております。

農業生産基盤の整備については、県営ほ場整備事業が市内１６地区で実施されており

ますが、来年度に向けた国の第２次補正予算が示されたことから、今次定例会に予算の
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補正をお願いしております。

次に、経済産業部関係についてであります。

インバウンド観光の推進については、観光物産協会の事業として、中和國際青年商會

と長年にわたり交流している大曲青年会議所の協力をいただき、担当職員が２月９日か

ら１２日まで台湾新北市を訪問し、台湾の旧正月行事でミニ紙風船が上げられる

「平渓天燈祭」において、太田の火まつりの紙風船を上げ、本市をＰＲしております。
ぴんしーてんとうさい

また、国際花火シンポジウムや本市の観光資源のＰＲについては、３月１８日及び

１９日の２日間、ＪＲ東日本が本年４月から６月まで実施する「秋田県大型観光キャン

ペーン」のオープニングイベントに参加するほか、４月４日から９日には、仙台市の東

北電力グリーンプラザにおいて、本市と仙北市、美郷町、大曲商工会議所及び東北電力

大曲営業所の共催による「花びまつり～大仙・仙北・美郷の観光と物産展～」を開催す

ることとしております。

地域間交流については、昨年１２月２６日から２８日までの３日間、友好交流都市で

ある神奈川県座間市との青少年交流事業を行い、座間市からは中・高・大学生と引率を

含め２２名が本市を訪れ、本市の小・中・高校生１３名と「きりたんぽ作り」やスポー

ツレクリエーションなどを通じて交流を深めております。

国際交流については、友好交流都市である韓国唐津市が「機池市綱引き民俗祭り」の

ユネスコ世界無形文化遺産への登録を記念し、４月に「機池市綱引博物館」をリニュー

アルオープンする予定であります。これに併せて、「刈和野の大綱引き」に関する特別

展が開催されることから、「刈和野大綱引保存会」の協力をいただき、４分の１スケー

ルの大綱や半纏、提灯など、各種資料を提供しております。

また、「大仙市国際交流協会」においては、１月１６日から２３日までの８日間、韓

国ＬＡＢＯの訪問団１１名を受け入れ、日本の文化の体験やスキーによる学校交流及び

観光などのメニューを通じて、青少年交流と多文化理解を深めたところであります。

３月高校卒業予定者の就職状況については、ハローワーク大曲の集計によると、求人

数は１月末現在で５００人、就職希望者は３２３人となっており、このうち内定者は

３１４人で就職内定率は９７．２％と、前年同期と比較して０．２ポイント上回ってお

ります。

雇用対策については、ハローワーク大曲管内企業の障がい者雇用率が２．０６％と法

定雇用率の２．０％を超えているものの、約４割の企業が法定雇用率を満たしていない
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ため、２月７日、１０日の両日にハローワーク大曲、県仙北地域振興局、大仙市、仙北

市、美郷町で組織する仙北地域雇用促進連絡会議と大曲支援学校との合同で大曲商工会

議所と大仙市商工会に対して要請活動を行っております。

また、早い時期から地域の企業を知り就職に対する理解を深めることと、早期離職者

の抑止及び若者の地元定着を図るため、新たに高校２年生を対象とした仙北地域企業説

明会を２月１５日に開催しており、３４の事業所と高校生４０３人が参加しております。

次に、建設部関係についてであります。

国の第２次補正予算による社会資本整備総合交付金事業については、大曲地域、神岡

地域、中仙地域及び南外地域に配備する除雪グレーダ３台、ロータリ除雪車１台、除雪

トラック１台及び除雪ドーザ１台の購入にかかわる仮契約を締結しており、本日の議決

案件として契約にかかわる単行案を上程しております。

また、神岡地域及び西仙北地域に配備する除雪ドーザ２台の購入と橋梁長寿命化修繕

事業で実施する西仙北地域の「暁橋」橋梁補修工事は、契約の準備が整い次第、追加提

案する予定であります。

社会資本整備総合交付金を活用した西仙北地域の天神前市営住宅建替工事については、

本年度計画していた２棟６戸の工事を３月上旬に完了する予定であり、２カ年で実施し

た本工事は全て完了となります。

次に、国関係事業についてであります。

国の雄物川中流部の河川改修事業については、第２次補正予算で協和地域中村・芦沢

地区の築堤整備及び強首地区の河道掘削事業として５億４００万円、また、第３次補正

予算では、寺館地区の築堤整備事業等に３億７，５００万円が予算措置されたと伺って

おります。

昨年６月に堤防ルートが示された協和地域岩瀬・湯野沢地区については、２月１４日

に国土交通省の主催による事業計画並びに用地調査に関する地元説明会が開催されてお

ります。

国道改修事業については、第３次補正予算で、国道４６号の荒川線形改良事業に２億

１，０００万円が予算措置されたと伺っております。

次に、上下水道部関係についてであります。

上水道事業のうち、大曲上水道宇津台浄水場更新事業にかかわる工事については、

１２月中旬までに雄物川左岸の花火打上場への掘削土搬出作業を完了しており、現在は、
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積雪による危険防止のため、現場内での土工作業を進めております。

簡易水道事業については、協和中央地区浄水施設等更新事業、淀川地区水源新設事業

及び仙北中央地区簡易水道整備事業が３月中旬までに完了する予定であり、仙北中央地

区については４月１日から給水を開始することとしております。

次に、教育委員会関係についてであります。

小・中学校の部活動については、昨年１２月１７日に「さいたまスーパーアリーナ」

で開催された第４４回マーチングバンド全国大会において、大曲中学校吹奏楽部が中学

校の部・大編成で見事７年連続となる最優秀賞を獲得したほか、ＨＭＢ花館小学校マー

チングバンド部も、小学生の部・小編成で４年連続となる金賞を受賞しております。

３年ぶりに開催された中学生議会については、１月１２日に市議会本会議場において、

市内１１中学校から推薦された中学生２２名が議員となり、まちづくりや教育・福祉、

環境等に関する問題など身近なテーマについて市当局に対し質問・提案する、本会議と

同様の形で行っております。中学生議員の意見・提言については、これからのまちづく

りや市政の参考にしてまいります。

中学生海外派遣事業については、１月３日から１２日までの１０日間の日程で、市内

の中学校２年生２０名をオーストラリアに派遣しております。２月１４日には報告会を

開催しており、現地での体験が英語力の向上はもちろん、文化の違いを超えた国際理解

につながるなど、次世代育成につながる貴重な機会となっております。

「大仙ふるさと博士育成」事業については、開始から７カ月が経過しておりますが、

大仙ふるさと博士の認定を受けた児童生徒が続々と誕生し、２月７日現在で６８３人が

初級や中級の認定を受けております。

大仙市芸術文化賞については、２月１０日に表彰式を開催し、本市の芸術文化活動に

おいて顕著な功績や実績を上げた６個人２団体を表彰しております。

文化財保護については、国指定払田柵跡の東門の建て替え及び政庁があった長森丘陵

の北側、外郭北門に続く大路の整備が１月末に完了しております。
お お じ

市内３スキー場の運営については、今冬も昨年に続き降雪が遅れたことから、年末年

始に加え小・中学校の冬休み期間中に営業することができずにおりましたが、１月１４

日からは全面滑走が可能となっており、各スキー場が工夫を凝らした冬のイベント等を

実施し誘客に努めております。

次に、平成２９年度当初予算（案）の概要について申し上げます。
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平成２９年度は、４月に市長選挙が予定されていることから、予算編成にあたっては、

継続の重点事業や義務的経費を中心としながらも、事務事業を停滞させることなく市民

ニーズに適時適切に対応するため、現時点で見込み得るものについては当初予算に計上

することとし、作業を進めてきたところであります。

一般会計については、国際花火シンポジウムや全国５００歳野球大会などの大きなイ

ベントの開催や、本格的に着手する（仮称）花火伝統文化継承資料館整備事業のほか、

大曲仙北広域市町村圏組合が事業主体の広域消防本部・大曲消防署庁舎建設事業、社会

福祉法人が事業主体の「かわ舟の里 角間川建設事業」などの大型建設事業の実施など

により、前年度に比較して６億２，７００万円、率にして１．４％の増となる４６２億

２，１００万円となっております。

第２次大仙市総合計画に基づく重点施策への予算配分は、子育て支援と教育の充実に

３０億２，８００万円、農業の振興と花火産業構想の推進に２７億４，２００万円、地

域のひとづくりと地域振興に２億９，２００万円、定住、雇用、地域医療に９億

２，６００万円、安全安心対策と都市基盤整備に２６億円を計上し、５分野合わせた予

算額は９５億８，８００万円で一般会計予算の２０．７％を占めております。

その他の会計については、平成２９年度から簡易水道事業特別会計が企業会計へ移行

することから、特別会計予算は１７会計で１７２億８，６７４万４千円、企業会計は３

会計で５８億７，０９７万９千円となっております。

これにより、平成２９年度当初予算の全会計の合計額は６９３億７，８７２万３千円

となり、２８年度に比べ１６億６，８４８万４千円、率にして２．５％の増となってお

ります。

市債の発行については、総合計画における前期実施計画期間内の発行額を元金償還額

の８割以内にすることを目標に進めておりますが、大型建設事業の前倒しにより、２９

年度は単年度の発行割合が８０％を超える見込みとなっております。しかしながら、

３１年度までの計画期間内においては、目標を達成できる見込みであり、引き続き、後

年度の財政負担を考慮しながら発行額の抑制に努めるとともに、地方交付税措置がある

有利な市債を活用するなど、適切かつ効果的な市債発行を行ってまいります。

なお、財政調整基金については、事業財源を確保するため、１億円の取り崩しを行っ

ておりますが、２８年度中に３億円の積み増しを行っていることから、基金残高は３２

億円を確保しております。今後も可能な限りの積み増しを図り、財政基盤の強化に努め
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てまいります。

次に、平成２９年度の主な施策の概要について、第２次大仙市総合計画の施策の体系

順に申し上げます。

はじめに、産業振興・雇用などについてであります。

農業政策については、全国的な米の需要減少による米価の長期低迷、平成３０年産か

らの生産調整手法の見直しなど、米をめぐる環境は一層厳しさを増しており、とりわけ

稲作への依存度が高い本市にとっては、極めて厳しい状況にあります。

このような農業情勢の中において本市農業の振興を図るためには、国・県の取り組み

と歩調を合わせながら、新たに策定した第３期大仙市農業振興計画のもと、力強い農業

経営を実現し、将来とも安定的で持続可能な地域農業を確立していく必要があります。

複合部門については、広範で生産基盤が整った水田の有効活用を図るため、平成２６

年度から大豆振興の取り組みを強化してまいりましたが、平成２９年度からは、助成体

系を見直し、多収かつ高品質な一定数量の大豆を確保し、販売力の強化を図りながら国

内有数の産地化を目指すこととしております。

園芸作物については、農業夢プラン事業や市単独の畑作園芸振興事業等により、畑作

園芸機械・施設の導入を支援することとしております。また、新たな冬期農業の展開と

して、大曲地域と太田地域で計画されている周年いちご栽培に必要な機械・施設等の導

入を支援し、冬期における農業収入の確保と雇用の創出に取り組んでまいります。

農産物の加工及び６次産業化の推進については、商品開発や機械・資材経費に対する

支援、いぶり漬け大根の生産拡大に向けた市内大根生産者に対する支援等を継続すると

ともに、農商工連携を促進し、農家が６次産業化に取り組める体制を強化することとし

ております。

また、平成２９年６月から営業を開始するＪＡ秋田おばこファーマーズマーケット等

複合施設及び平成２９年８月稼働予定の道の駅なかせん内のトマト等の搾汁施設につい

ては、園芸部門の生産拡大と販売力の向上を実現し、地産地消及び６次産業化を推進す

る中心施設として、地域の活性化に大きく寄与するものと期待しております。

畜産振興については、国の畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業による協和地域

小種地区における繁殖用牛舎整備事業、西仙北地域土川地区における豚舎増設事業及び

南外地域における秋田大仙ＳＰＦ豚センター整備事業が円滑に推進されるよう支援して

まいります。
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稲作については、売れるコメづくりを推進するため、消費者ニーズを意識した高品質

米や地域の特色ある米づくりを支援することとしております。ＪＡ等の関係機関と連携

しながら、多様なニーズに対応可能な生産・販売体制を強化してまいります。

また、近年、農地中間管理事業の活用により担い手への農地の集積が進んでおり、経

営規模の拡大や複合部門の導入・強化の前提となる水稲作のコスト低減と省力化を図る

ため、東北農業研究センターの指導のもと、直播栽培の新技術にかかわる実証ほ場を設

置するほか、稲作主体で意欲的に取り組む経営体に対し、水稲作業用機械に対する市独

自の支援についても継続することとしております。

担い手の育成・確保対策については、東部・西部の両新規就農者研修施設による新規

就農者の育成・確保を図りながら、国・県の関連施策と合わせ、多様化が進む農業に対

応できる農業者の育成に努めるほか、集落営農法人化支援センター、農業振興情報セン

ターによる営農相談などの新規就農者に対するフォローアップ体制の充実に努めてまい

ります。

中山間地域で耕作条件が不利な地域については、小規模集落元気な地域づくり基盤整

備事業、元気な中山間地域農業応援事業等により、耕作条件の改善を進めるほか、土層

改良や暗渠排水を整備し、畑作化への転換を進めるなど、耕作放棄地対策も含め各種事

業を推進することとしております。

多面的機能支払交付金事業については、市内水田の約８割を対象に１５３組織が取り

組んでおり、農業環境の保全や農地・農業施設の維持管理に大きな効果がある事業であ

ることから、引き続き支援することとしております。

林業の振興については、秋田県「水と緑の森づくり税」事業を活用し、中仙地域「十

六沢城址公園」の遊歩道整備と東屋の新設を行い、市民の憩いの場である森林公園の充

実を図ることとしております。

商工業の振興については、大曲商工会議所、大仙市商工会と連携し、創業支援事業計

画に基づく創業希望者に対する窓口相談、巡回相談、創業セミナー等による支援を実施

しておりますが、新たに創業に要する経費や新規雇用に要する費用の一部を助成するほ

か、県外から本市へ移住して創業される方への支援を手厚くするなどサポート体制を強

化することとしております。

企業誘致については、新規進出や事業拡大及び本社機能移転の動きが活発化してきて

いることから、現在不足している工業団地の対応策として、企業が土地を取得した場合
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に助成金を交付する制度を検討するとともに、廃校となった学校の校舎やグラウンドを

含む市有財産の有効活用策を検討してまいります。

花火産業構想については、施策１「花火の文化的価値を高め、継承し、広く示す拠点

づくり」にかかわる事業として、（仮称）花火伝統文化継承資料館建築工事及び大仙市

産業展示館改修工事等に着手いたします。都市再生整備計画や秋田県市町村未来づくり

協働プログラムに基づく国・県の支援をいただくこととしており、平成３０年８月の開

館に向けて事業を着実に推進してまいりたいと考えております。

施策３「日本屈指の花火製造・打上技術を基盤とする新たな花火生産拠点づくり」に

かかわる事業のうち、株式会社花火創造企業による新たな花火玉の生産工場については、

３月末までに建設を終え、４月から本格操業する予定と伺っております。国際花火シン

ポジウムの登録者を対象としたオプショナルツアーの一部に花火創造企業の工場見学が

盛り込まれていることから、小型の花火玉製造に特化した工場を国内外にＰＲし、今後

の受注と煙火供給量の拡大につなげてまいりたいと考えております。

施策４「花火ブランドを活かした観光・商業・農業振興策の強化・拡充」にかかわる

事業のうち、市内各地域で開催される花火大会等への支援については、花火大会やイ

ベント規模に応じて花火打上経費を補助することとし、毎月花火が打ち上がる「花火の

まち・大仙市」を広くＰＲすることとしております。

観光振興については、交流人口の拡大を目指して、首都圏等での本市のＰＲに努めて

おりますが、これを一過性で終えることなく、市ならではの観光素材を取り入れたイ

ベントを実施するほか、旅行会社への売り込みを強化するなど、本市の「花火」を軸と

した観光素材を国内外に向けて発信することとしております。

また、平成２６年１０月に本県で開催された「第２９回国民文化祭」のアフターイ

ベントとして、その成果を継承する伝統芸能の祭典「新・秋田の行事」を本年１０月

１４日・１５日の２日間、県及び関係団体の共催で本市を会場に実施することとしてお

ります。

全国花火競技大会については、国土交通省の協力をいただき、昨年に引き続き打上会

場及び観覧会場の整備を図り、より一層安全で安心な大会運営に努めてまいります。

インバウンド観光については、平成２８年度から３０年度を計画期間とする秋田県観

光復興対策計画に基づき、仙北市及び美郷町と連携して、台湾、欧州などで人気の「里

山サイクリング」コースを整備し、外国人観光客の広域周遊の実現に取り組んでまいり
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ます。

雇用の安定と就労の促進については、新たに若者の地元定着を目的としたインターン

シップの実施や、Ａターン就職希望者に対する交通費や宿泊費の支援を行うほか、多様

な人材が活躍できる職場の環境整備や福利厚生を行う企業を支援することとしておりま

す。

また、首都圏で開催する市のＰＲイベントにあわせ、首都圏在住の市出身学生等との

意見交換会を開催し、幅広い視点から市の課題等について若者の意見を聴くことで、Ａ

ターンの推進をはじめ、魅力あるまちづくりや地域の活力再生にもつながる施策を展開

してまいりたいと考えております。

次に、出会い・結婚・子育て、健康・福祉などについてであります。

結婚支援については、市民による市政評価等の結果、「出会いの場」や「きっかけ」

を求める意見が多いことから、時代のニーズに合った独身男女の出会いの場を創出し、

成婚に結びつけていくため、市が結婚を希望される方の登録窓口を設けるなど体制を強

化することとしております。

妊婦健診については、妊娠後期の健診に貧血検査や胎児の健康状態を調べる検査項目

を追加し、妊婦の健康管理の充実を図ることとしております。また、多胎妊婦に対して

は、現在の妊婦健診に６回分の健診票を追加交付し、経済的負担の軽減を図りながら、

安心して妊娠・出産ができる環境づくりに努めてまいります。

保育士の確保については、常勤の臨時保育士の確保を目的として本年度創設した保育

士就労奨励金について、現行の５万円から１０万円に拡充するほか、新たな対策として、

保育士の資格を持ちながらも勤務していない潜在保育士の就業を支援することとしてお

ります。また、臨時保育士の処遇改善に取り組む設置者には、所要の経費に対して助成

することとしております。

認定こども園については、社会福祉法人大空大仙が協和、船岡及び淀川の３保育園を

統合した新たな認定こども園を平成３０年４月に開園する予定であり、２９年度は現在

の協和保育園園舎の改修費に対して補助することとしております。

放課後児童クラブについては、利用児童の増加が見込まれる中仙地域、協和地域及び

太田地域の３カ所に増設することとしております。これにより施設数は、平成２８年度

当初と比較し、４カ所増の２９カ所となります。

がん対策については、これまでと同様に、がんの早期発見・早期治療を目的とした検
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診事業を推進するとともに、がん患者の就労や社会参加を支援するため、新たに医療用

ウイッグの購入に要する経費の一部を助成するなど、安心して社会生活ができる環境整

備に努めてまいります。

子ども・若者育成支援については、平成２５年４月から大仙市子ども・若者総合相談

センター業務をＮＰＯ法人「大仙親と子の総合支援センター」に委託し、総合的な助言

や支援等を行っております。しかしながら、利用者が抱える悩みや不安は複雑多岐にわ

たっていることから、ＮＰＯ法人「光希屋」にも同様の業務を委託し、同法人が大曲須
ひ き や

和町で運営する引きこもり者支援スペース「ふらっと」を新たな相談施設として設置し、

利用者に対する支援環境の充実を図ることとしております。

社会福祉法人水交会を事業主体とする「かわ舟の里角間川改築事業」については、平

成３０年４月の供用開始を目指し、来年度は本体及び外構工事に着手すると伺っており、

引き続き事業が円滑に進捗するよう支援してまいります。

在宅医療・介護連携推進事業については、機能充実を図るため、地域の医療・介護

サービス資源の把握や在宅医療・介護連携に関する相談の受付などを行う在宅介護医療

連携支援センターを平成２９年度中に健康福祉会館内に設置し、専門的に事業に取り組

むこととしております。

認知症施策については、これまでの事業を、より充実させるとともに認知症の方を早

期に適切な医療や介護、生活支援に結びつけるための認知症初期集中支援チームを編成

し、平成３０年４月から本格活動ができるよう準備を進めてまいります。

社会福祉施設等の法人化については、平成２０年度の開始から１０年の節目を迎え、

法人化計画に基づく社会福祉法人大仙ふくし会に対する財政支援が終了することから、

これまでの取り組みを総括し、今後の支援のあり方について検討してまいります。

本年９月に開催される第３０回全国健康福祉祭あきた大会「ねんりんピック秋田

２０１７」については、４月から仙北ふれあい文化センター内に事務局職員を配置し、

競技主管団体や関係機関等と連携を図りながら大会の運営に万全を期してまいります。

国保税率については、平成２９年度は見直しの年度としておりますが、依然として経

済情勢が厳しく税の負担感が大きいことから、引き続き、大仙市国民健康保険事業運営

安定化計画に基づき、一般会計からの基準外繰り入れを行い、税率を据え置くこととし

ております。

スポーツ振興については、全県５００歳野球大会に加え、第１回全国５００歳野球大
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会を７月１５日から１７日まで３日間の日程で、本県を含む全国から３２チームを迎え

開催することとしております。オリジナルの特産弁当の開発や観光ツアー、特産品ブー

スの設置、歓迎レセプションなど、関係機関と連携した「おもてなし」を充実させ、交

流人口の拡大と市のＰＲに努めてまいります。

なお、国では本年度、企業が地方公共団体の地方創生にかかわる取り組みに対して寄

附した場合に税額控除の優遇措置を行う地方創生応援税制、いわゆる企業版ふるさと納

税を創設しておりますが、本市では、全国５００歳野球大会の開催に対し、本制度の活

用を予定しております。

スポーツ合宿については、本年度、首都圏を中心に１８団体、延べ５，５７１人が市

内温泉施設に滞在しており、地域との交流や試合、実技指導、学習指導などを通じて地

域の活性化に大きな役割を果たしていることから、引き続き招致に努めてまいります。

スポーツ少年団の大会派遣にかかわる宿泊費及び交通費に対する補助金については、

補助率を全国大会では３分の２から全額に、東北大会では２分の１から３分の２に拡充

することとしております。子どもたちの活躍は、地域の元気につながることから、指導

者や保護者の負担を軽減しながら、活動の充実と競技レベルの向上を図ってまいります。

次に、安全・安心、都市整備などについてであります。

新エネルギーの導入については、農業水利施設を活用した再生可能エネルギーとして、

太田地域の真木関根頭首工下流部において、県による「小水力発電施設」の整備が計画

されており、平成３１年３月の発電開始に向けて、平成２９年度は土木工事及び機械の

製作を予定していると伺っております。

また、民間事業者が協和地域稲沢地区において建設を進めている「木質バイオ発電施

設」については、平成３１年２月の運転開始を目指し、平成２８年５月には燃料となる

チップの製造工場が完成しており、平成２９年度は造成工事と機械の製作を予定してい

ると伺っております。

消費者行政の推進については、高齢者を狙った特殊詐欺や不審電話などの被害から市

民の財産を守るため、特殊詐欺等電話撃退装置の無料貸出事業を継続して実施し、被害

の未然防止に努めてまいります。

また、相談件数は年々増加傾向にあり、相談内容が複雑、多様化している消費者問題

に対応するため、専門性が必要とされる相談窓口の充実・強化を図るとともに、引き続

き、消費者教育や啓発事業、コミュニティＦＭ放送を活用した注意喚起などを実施する
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こととしております。

防災対策については、災害に強いまちづくりを推進するため、自主防災組織率の向上

を重点課題と捉え、組織の立ち上げにかかわる具体的な支援を実施してまいりました。

平成２９年１月末現在の組織率は８５．４％となっており、平成２７年度末の７８．６

％から６．８ポイント向上しておりますが、引き続き、未設置の地域に対して積極的な

働きかけを行うとともに、活動に対する支援を強化することとしております。

また、平成２８年度に引き続き、消防団の再編に伴う小型動力ポンプ付積載車の導入

や車両格納庫の整備を行うこととしているほか、国土交通省による浸水想定区域図の見

直しに伴うハザードマップの更新、被災者支援システムの導入、防災ネットだいせんの

システム更新を実施するなど、防災力の向上に努めてまいります。

コミュニティＦＭ放送については、災害時における情報伝達手段の一つとして重要な

役割を果たすことから、防災ラジオの貸与及び購入補助制度を継続しながら普及に努め

てまいります。

また、難聴地域解消のため、新たに協和稲沢及び西仙北大沢郷の２カ所に中継局を整

備することとしております。

雪対策総合計画に基づき、除雪共助活動への支援として実施してまいりました地域提

案型自治会等雪対策モデル事業については、２年間のモデル期間の検証を踏まえ、平成

２９年度から地域協働雪対策事業として本格実施することとしております。

防災訓練については、冬季防災訓練を平成３０年１月に協和地域を会場として県と共

催で実施することとしており、関係機関や自主防災組織と連携しながら市内で発生した

厳寒期の災害に対応する訓練を行うこととしております。

一般廃棄物最終処分場の廃止については、旧市町村設置の７カ所のうち先行して廃止

することとしている中仙一般廃棄物最終処分場の閉鎖整備工事に着手することとしてお

ります。

廃棄物処理の広域化については、大仙市、仙北市及び美郷町の２市１町で取り交わし

た基本合意書に基づき、４月から大曲仙北広域市町村圏組合に広域化準備室を設置し、

平成３１年４月からの運営に向けて作業を進めてまいります。

道路維持管理事業については、危険箇所や緊急補修を必要とする箇所に柔軟に対応す

るため、予算を増額し各地域に配分するほか、きめ細かな作業を実施するため、小規模

の舗装新設や舗装補修を行う直営道路維持作業班の充実を図り、維持補修のスピード
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アップに努めてまいります。

橋梁の長寿命化については、予防保全型の対策を行うため策定した大仙市橋梁長寿命

化修繕計画に基づき、大曲地域の丸子橋及び神岡地域の平和橋において修繕工事を実施

するほか、継続的に点検と診断を実施し、将来にわたって安全・安心な交通網を確保す

るための取り組みを推進してまいります。

上水道事業については、新規事業として、内小友七頭地区の配水管施設整備を平成

２９年度から３１年度の３カ年の継続事業として実施し、水道未普及地域の解消を図る

こととしております。

簡易水道事業については、新規事業として、神岡地域神宮寺地区の水源改修、中仙地

域入角地区と豊岡地区の水源新設、協和地域南部地区の水道整備を実施することとして

おります。

下水道事業の企業会計への移行については、平成３０年度からの開始に向けて準備を

進めてまいります。

住宅環境の整備については、住宅の耐震化率の向上を図るため、住宅・建築物耐震改

修における耐震診断の助成制度を見直し、自己負担額を１万円に定額化することで市民

の負担軽減を図ることとしております。また、市民ニーズが高い住宅リフォーム支援事

業については、引き続き実施してまいります。

市営住宅の長寿命化については、予防保全対策を図るため策定している「公営住宅等

長寿命化計画」に基づき、耐久性の向上と予防保全的維持改善を進めていくほか、老朽

化が著しい大曲地域上大町市営住宅及び協和地域境市営住宅については、大規模改修を

実施することとしております。

次に、教育、生涯学習、芸術・文化などについてであります。

教育環境の整備については、次期学習指導要領改訂に伴い、平成３２年度から小学校

外国語活動の学習時間が大幅に増加することが決定していること等を踏まえ、これまで

の外国語指導助手等招致事業に、新たに英語教育アドバイザーの配置やＡＬＴの増員な

どを加えた「大仙グローバルジュニア育成事業」として拡充し、小学校外国語活動及び

英語指導の充実を図ることとしております。

また、学校生活支援員５９名の配置や特別支援教育のアドバイザーの継続配置に加え、

小・中学校の部活動が全国大会、東北大会に出場する際の各種大会派遣費補助金要綱の

見直しや、年度内の新入学用品費の前渡し支給の実施などを通じて、質の高い教育環境
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の充実を図ることとしております。

学校の施設整備については、平成２８年度から改修計画に基づきトイレ改修、受電設

備改修及びアスベスト対策などを実施しておりますが、平成２９年度からは、特にトイ

レの洋式化を前倒しで実施することとしております。

給食センターの衛生管理の取り組みについては、新たに太田学校給食センターが秋田

県食品自主的衛生管理認証「秋田県ハサップ」の取得に向け、準備を進めております。

芸術文化の振興については、大仙市出身の美術監督で挿絵画家でもある男鹿和雄氏と

スタジオジブリの協力をいただき、「第２楽章 男鹿和雄展」を開催することとしてお

ります。

総合市民会館事業については、４つの市民会館において、優れた舞台芸術の鑑賞機会

を市民に提供するとともに、新人音楽祭コンクールで育まれてきた伝統と財産を活かし、

新たな音楽祭を開催することとしております。市内の音楽活動団体、仙台フィルハーモ

ニー管弦楽団の協力のもと「音楽のまち大仙」にふさわしい市民参加型の音楽祭を創り

上げてまいりたいと考えております。

文化財保護については、地域の歴史遺産を活用した歴史まちづくり事業をさらに推進

し、角間川地区の国登録・本郷家住宅などの歴史ある旧家と街並みの整備を推進すると

ともに、旧池田氏庭園や市内の名所、旧跡、建造物などの拠点を結びつけながら、ふる

さとの歴史と文化を体感できる環境整備を図ることとしております。

地域間交流については、神奈川県座間市へ市民団体を派遣する事業を新たに実施し、

本事業をきっかけに団体等による自主交流の推進と相互交流による地域振興を目指した

取り組みを推進することとしております。

国際交流については、韓国唐津市との友好交流が１０周年を迎えることから、唐津市

において開催を予定している記念式典をはじめとする記念事業へ参加することとしてお

ります。併せて、経済団体との協議を行い、民間主体による経済・文化交流発展の足掛

かりにしてまいりたいと考えております。

次に、地域社会の維持・活性化、市民との協働、行財政運営などについてであります。

自治会活動等に対する支援については、自治会等が実施する新たな取り組みやコミュ

ニティビジネス等に必要な資金の貸付を行い、自治組織の活性化を図ることとしており

ます。

移住・定住の促進については、移住者が必要な情報を得られる環境を整備するため、



- 25 -

企画部まちづくり課内に移住・定住促進を専門に担当する大仙市移住・定住総合支援

センターを設置し、移住者の受入体制の充実を図ることとしております。

首都圏等からの移住者を呼び込むための取り組みとしては、お試し移住体験をはじめ、

首都圏での移住相談会、移住プロモーション動画や移住ガイドブック、ブログなどを活

用し、市の魅力の発信に努めてまいります。

また、住宅支援のほか、空き家バンクの利用促進、移住者同士や移住者と地域住民と

の交流を図るためのネットワーク会議の設立など、移住者の生活支援にも配慮し、移住

・定住者数の増加を図ってまいりたいと考えております。

昨年度から募集しておりました地域おこし協力隊については、本年１月１日付けで１

名の隊員を採用し、４月１日にはさらに１名の隊員を採用する予定であります。活動内

容としては、地域の人々が気付いていない本市の魅力を発掘し、広く市内外に発信する

ほか、移住・定住の促進に向けた活動などを行っていただくこととしており、新しい視

点で地域の活性化と地域力の強化につなげてまいります。

市民との協働によるまちづくりについては、平成２７年度に各支所に設置した地域活

性化推進室を中心に、地域住民との協働で地域資源の掘り起こしと活用による独自の事

業が実施されております。継続的に実施されているこれらの事業を深掘りし、新たな事

業も追加しながら、各地域の誇りと魅力を磨き上げていくこととしております。

以上、主要事業の進捗状況並びに平成２９年度当初予算（案）の概要について申し上

げました。

本年は、第２次大仙市総合計画及び大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略の２年目

となります。日々の市民生活を支え、人口減少、高齢化などによる社会構造の変化に適

時適切に対応するため、これらの計画に沿って着実に事業を推進していく必要があるも

のと考えておりますので、市民の皆様並びに議員各位の一層のご理解とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。

終わります。

【久米市長職務代理者 降壇】

○議長（千葉 健） 日程の途中ではございますけれども、暫時休憩いたします。再開は

１１時２５分といたします。

午前１１時１３分 休 憩
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…………………………………………………………………………………………………………

午前１１時２４分 再 開

○議長（千葉 健） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。

○議長（千葉 健） 次に、日程第５、大仙美郷環境事業組合議会議員の補欠選挙を行い

ます。

本件は、同組合の議員に欠員が生じたため、同組合規約第５条第３項の規定により、

本市議会において補欠選挙を行うものであります。

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によ

り、指名推選によりたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選によるこ

とに決しました。

お諮りいたします。指名推選については、議長において指名することにしたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決し

ました。

大仙美郷環境事業組合議会議員に１４番金谷道男君を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました金谷道男君を、大仙美郷

環境事業組合議会議員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました金谷道

男君が大仙美郷環境事業組合議会議員に当選されました。

ただいま当選されました１４番金谷道男君が議場におられますので、本席から会議規

則第３２条第２項の規定による当選の告知をいたします。

○議長（千葉 健） 次に、日程第６、報告第１号から日程第１１、議案第５号までの６

件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。佐藤総務部長。
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【佐藤総務部長 登壇】

○総務部長（佐藤芳彦） はじめに、専決処分につきまして、ご説明いたします。

お手元の資料のＮｏ．２になります。「大仙市補正予算〔１月専決〕」と書いたもの

でございます。

１ページをお願いいたします。

報告第１号、専決第７号の平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第７号）につきま

して、ご説明を申し上げます。

今回の補正予算は、地方自治法第１７９条第１項の規定によりまして、平成２９年１

月２０日付で専決処分を行いましたので、これを議会にご報告し、ご承認を求めるもの

でございます。

内容につきましては、去る１月２０日に開催されました議員説明会の際にご説明をし

てございます太田町生活リゾート株式会社の運営に対する緊急的な支援として補正を

行ったものでございます。

歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，８００万円を追加し、補正後の予算総額を４７４

億３，２３９万３千円としたものでございます。

６ページをお願いいたします。

歳入の関係でございます。

１９款繰越金は、前年度繰越金として１，８００万円の補正であります。

７ページになります。

歳出の関係です。

７款商工費は、大仙市第三セクター支援経費としまして１，８００万円の補正でござ

います。

以上が、専決処分報告でございます。

次に、資料Ｎｏ．１の議案書をお願いいたします。

２ページから５ページまでになります。

議案第１号から議案第４号までの財産の取得につきましては、関連がありますので、

まとめてご説明申し上げます。

本４案につきましては、防災・安全社会資本整備交付金事業を活用しまして、除雪機

械を取得することにつきまして、議会の議決をお願いするものでございます。

議案第１号につきましては、４ｍ級の除雪グレーダ３台をキャタピラー東北合同会社
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横手営業所から９，３９６万円で取得するものでございます。

３ページをお願いいたします。

議案第２号につきましては、２．２ｍ級のロータリ除雪車を藤高自動車興業株式会社

から３，４０７万４千円で取得するものでございます。

４ページをお願いいたします。

議案第３号につきましては、１４ｔ級の除雪ドーザをコマツ秋田株式会社大曲支店か

ら１，６６６万４，４００円で取得するものでございます。

５ページをお願いいたします。

議案第４号につきましては、７ｔ級の除雪トラックをＵＤトラックス株式会社県南カ

スタマーセンターから２，１００万６千円で取得するものでございます。

続きまして、補正予算の関係でございます。

お手元の資料Ｎｏ．３になります。「大仙市補正予算〔３月補正①〕」と書いた予算

書をお願いいたします。

１ページ目をお願いいたします。

議案第５号になります。平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第８号）につきまし

て、ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、４月に開催されます第１６回国際花火シンポジウムにつきまして、

今般、国の東北観光復興対策交付金の対象事業としまして２月３日付で内示を受けてお

ります。シンポジウムを万全の体制で迎えるため、準備等の経費につきまして今回補正

をお願いするものでございます。

歳入歳出の予算総額にそれぞれ３，７３７万５千円を追加し、補正後の予算総額を

４７４億６，９７６万８千円とするものでございます。

４ページをお願いいたします。

繰越明許費の補正でございます。

予算にかかわる一部の事業につきましては、繰越明許費の設定をお願いするものでご

ざいます。

７ページをお願いいたします。

歳入の関係でございます。

１４款国庫支出金は、東北観光復興対策交付金としまして２，９９０万円の補正でご

ざいます。
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１９款繰越金は、前年度繰越金として７４７万５千円の補正でございます。

８ページは、歳出の関係でございます。

７款商工費の国際花火シンポジウム関連事業費であります。海外の花火業者の花火玉

の輸入業務や海外メディアの招聘関連業務及びＷｉ－Ｆｉの環境整備などに要する経費

としまして３，７３７万５千円の補正でございます。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

以上であります。

○議長（千葉 健） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） 質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております報告第１号から議案第５号までの６件は、議案付託表

のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

○議長（千葉 健） この際、常任委員会審査のため、暫時休憩いたします。再開時刻は、

後程ご連絡いたします。

午前１１時３３分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ０時５９分 再 開

○議長（千葉 健） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（千葉 健） 日程第６、報告第１号及び日程第１１、議案第５号の２件を再び議

題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長５番後藤健君。

（「はい、議長」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） はい、５番。

【５番 後藤健議員 登壇】

○企画産業常任委員長（後藤 健） ご報告いたします。

休憩前の本会議において当常任委員会に審査付託となりました事件につき、本会議休

憩中に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、そ
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の経過及び結果についてご報告いたします。

はじめに、報告第１号「専決処分報告について（平成２８年度大仙市一般会計補正予

算（第７号））」につきましては、当局からの内容説明に対し、質疑において委員から

「１月の取締役会で話し合ったときは、現在の状況では継続していくのは難しいのでは

ないかという説明でありましたが、来年度以降の具体的な見通しや考え方を教えていた

だきたい」との質疑があり、当局からは「現在、入浴時間の変更やスキー場のナイター

営業を平日も行うなど、会社運営について見直しを行ってきており、利用状況に合った

経営内容の見直しに努め、来年度以降も指定管理料をもって存続する方向で今後の取締

役会にお諮りしたい」との答弁がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は承認すべきものと決

した次第であります。

次に、議案第５号「平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第８号）」につきまして

は、当局からの内容説明に対し、質疑において委員から「英語表記案内看板の整備は、

全て旧池田氏庭園内に整備するものか」との質疑があり、当局からは「現在、大曲駅か

ら市民会館までの通りに既存の看板が１６基整備されている。これは合併前に作ったも

ので、ローマ字表記となっていることから、盤面の改修を行いたい。さらに、オプショ

ナルツアーで見学する旧池田氏庭園につきましては、巨洲館に庭園の由来を書いた大き

い看板を１基設置したほかに、園内に可動式の看板を５基整備する予定である」との答

弁がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決す

べきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（千葉 健） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） 質疑なしと認めます。

【５番 後藤健議員 降壇】

○議長（千葉 健） これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） 討論なしと認めます。
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これより、ただいま議題となっている案件中、報告第１号を採決いたします。本件に

対する委員長報告は承認であります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって本件は、承認されました。

次に、ただいま議題となっている案件中、議案第５号を採決いたします。本件に対す

る委員長報告は原案可決であります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。

○議長（千葉 健） 次に、日程第７、議案第１号から日程第１０、議案第４号までの４

件を再び議題といたします。

本４件に関し、副委員長の報告を求めます。建設水道常任副委員長１８番小松栄治君。

（「はい、議長」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） はい、１８番。

【１８番 小松栄治議員 登壇】

○建設水道常任副委員長（小松栄治） 報告いたします。

休憩前の本会議において当委員会に審査付託となりました事件につき、本会議休憩中

に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、その経

過と結果について、ご報告いたします。

議案第１号から議案第４号までの「財産の取得について」の４件につきましては、関

連することから、一括議題として取り扱いしました。

当局からの内容説明に対しまして、委員からは「今回の除雪機械の更新で古い機械は

廃棄するのか。それとも、そのまま使用していくのか」という質疑がありました。

当局から「今回更新する中でも配備するその地域の一番古い機械を民間業者へ払い下

げし、比較的新しい機械については、ほかの路線に組み替える。また、今回より除雪に

ついてＪＶ化したことにより、各支所がその地域の１つのＪＶと契約しているので、支

所間の機械の移動に関しても、今後、適正に配置できるよう検討してまいりたい」との
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答弁がありました。

その他、２、３の質疑がありましたが、当局の説明を了とし、討論はなく、採決の結

果、出席委員の一致をもちまして、本４件は原案どおり可決するべきものと決した次第

であります。

以上で報告を終わります。

○議長（千葉 健） ただいまの副委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） 質疑なしと認めます。

【１８番 小松栄治議員 降壇】

○議長（千葉 健） これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） 討論なしと認めます。

これより、議案第１号から議案第４号までの４件を一括して採決いたします。本４件

に対する副委員長報告は原案可決であります。本４件は、副委員長報告のとおり決する

ことにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって本４件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（千葉 健） 次に、日程第１２、議案第６号から日程第４１、議案第３５号まで

の３０件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。佐藤総務部長。

【佐藤総務部長 登壇】

○総務部長（佐藤芳彦） はじめに、条例案の方からご説明を申し上げます。

資料Ｎｏ．１の議案書をご覧願いたいと思います。

６ページから９ページまでになります。

議案第６号、大仙市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

きまして、ご説明申し上げます。

本案は、職員のうち、嘱託職員におきましても一般職の職員と同様に育児休業等を取



- 33 -

得することができることとするものであります。

また、児童福祉法等の一部が改正されたことに伴いまして、所要の文言整理を行うも

のでございます。

施行は、平成２９年４月１日でございます。

次に、１０ページから１７ページまでになります。

議案第７号、大仙市税条例等の一部を改正する条例の制定につきまして、ご説明申し

上げます。

本案は、社会保障の安定財源の確保を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法

及び地方交付税法の一部を改正する法律など、いわゆる消費税の増税時期の延長にかか

わる関連法案でありますが、この法案によりまして地方税法等が改正されたことに伴い

まして、今般、所要の改正を行うものでございます。

はじめに、市民税の関係でございます。

法人市民税の法人税割につきましては、平成２９年度に制限税率を１２．１％から

８．４％に引き下げることとしておりましたが、この改正時期につきまして、消費税の

税率が引き上げられます平成３１年１０月１日まで延期するものでございます。

個人の住宅借入金等特別税額控除、いわゆる住宅ローン減税につきましては、その対

象となる住宅の居住の期限を平成３３年まで延長するものでございます。

次に、軽自動車税の関係でございます。

軽自動車税につきましては、昨年の税制改正に伴う条例改正におきまして、平成２９

年度に軽自動車の取得税、これは県税でございますが、これが廃止され、新たに環境性

能割、これが市税でございますが、これを創設することとしておりましたが、この制度

改正の時期を平成３１年１０月１日まで延期するものでございます。

また、軽自動車のグリーン化特例につきましては、所要の規定を整理した上で、平成

２９年度におきまして１年延長するものでございます。

次に、入湯税につきましては、日帰り入浴における税率を１５０円から５０円とする

特例措置を平成３０年３月３１日まで１年延長するものでございます。

このほか関係法律の改正に伴う所要の文言整理を行うものでございます。

これらの改正は、所要の経過措置を設けた上で、公布の日から施行するものでござい

ます。

次に、１８ページと１９ページになります。
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議案第８号、大仙市地域自治区の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

つきまして、ご説明申し上げます。

本案は、地域協議会の委員におきまして、社会情勢の変化に柔軟に対応するとともに

市民の積極的な参画を促すことを目的に、今般、任期を４年から３年に見直すものでご

ざいます。

また、会議に出席した場合に支給しております日当につきまして、その支給根拠とな

る規定の一部に不備があり、併せてこの規定を整備するものでございます。

施行は、任期の見直しは平成２９年４月１日から、日当支給規定の整備は公布の日か

ら施行するものでございます。

次に、２０ページと２１ページになります。

議案第９号、大仙市ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例の制定につきまして、

ご説明申し上げます。

本案は、若者等の定住促進に関する事業や地域資源を活用した文化継承事業などの財

源にも本基金を充てることができることとするものであります。

施行は、平成２９年４月１日であります。

次に、２２ページと２３ページになります。

議案第１０号、大仙市家畜導入事業資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定に

つきまして、ご説明申し上げます。

本案は、本基金を原資としております家畜導入事業資金貸付事業におきまして、時効

の援用により回収できなくなった貸付金１５５万円を減額し、基金の額を８４５万円に

改めるものでございます。

施行は、平成２９年４月１日であります。

次に、２４ページと２５ページをお願いいたします。

議案第１１号、大仙市立太田生活改善センター条例の一部を改正する条例の制定につ

きまして、ご説明申し上げます。

本案は、市立太田生活改善センター、旧太田公民館でございますが、この一部を解体

したことに伴いまして、解体した部屋にかかわる使用料の規定を削るものであります。

施行は、公布の日であります。

次に、２６ページと２７ページになります。

議案第１２号、大仙市仙北健康広場条例の一部を改正する条例の制定につきまして、
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ご説明申し上げます。

本案は、仙北健康広場のうち、現在休止しております冬季健康広場、仙北スキー場に

つきまして、施設の老朽化などに伴いまして施設を廃止するもので、平成２９年４月１

日に施行するものでございます。

次に、２８ページから３４ページまでになります。

議案第１３号、大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定につきまして、

ご説明申し上げます。

本案は、道路法施行令の一部が改正され、道路占用料の額が地価水準の変動等を反映

した額に改定されたことや占用許可の対象となる物件に、新たな種類が設けられたこと

に伴いまして、道路占用料の額を改定するものであります。

また、占用物件の面積などに関する端数処理の方法が変更されたことに伴いまして、

所要の改正を行うものであります。

施行は、所要の経過措置を設けた上で、平成２９年４月１日から施行するものであり

ます。

次に、３５ページと３６ページをお願いいたします。

議案第１４号、大仙市低炭素建築物新築等計画認定等手数料条例の一部を改正する条

例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、国が定める建築物の低炭素化に関する基準が改正されたことに伴うものでご

ざいます。

本計画の認定に当たりましては、住居以外の建築物、例えば事務所などでございます。

これらにつきましては、同構造のモデル建築物のデータを活用することにより、簡易に

適合性を判定することが認められましたので、その場合の手数料の額を規定するもので

ございます。

施行は、平成２９年４月１日であります。

次に、３７ページと３８ページをお願いいたします。

議案第１５号、大仙市南外特用林産研修施設設置条例を廃止する条例の制定につきま

して、ご説明申し上げます。

本案は、主に集落会館の用に利用されている南外特用林産研修施設につきまして、公

共施設の見直し計画に沿って地元自治会大和野自治会に施設を譲渡するため、条例を廃

止するものでございます。
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施行は、平成２９年４月１日であります。

次に、３９ページと４０ページをお願いいたします。

議案第１６号、大仙市簡易水道事業基金条例を廃止する条例の制定につきまして、ご

説明申し上げます。

本案は、簡易水道事業におきまして財源確保を目的に、旧仙北町から引き継いで設置

した本基金につきまして、仙北中央地区簡易水道整備事業への財源充当をもって基金を

処分することに伴いまして、本条例を廃止するものであります。

施行は、平成２９年４月１日であります。

次に、４１ページから４３ページまでになります。

議案第１７号、大仙市アーカイブズ条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、現在、旧双葉小学校を改修して整備しております公文書館を条例規定するも

のでございます。

名称は、大仙市アーカイブズとし、公文書館の適正な運用を図ることを目的に、運営

審議会を置くこととするものでございます。

また、附則におきまして運営審議会の委員の報酬の額を特別職報酬等条例において規

定する改正を行うものでございます。

施行は、平成２９年５月３日でございます。

次に、４４ページから４６ページまでになります。

議案第１８号、大仙市雪対策基本条例の制定につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、冬期間においても安全・安心に生活することができるよう、市民、自治会、

事業者及び市の役割や責務を明確にし、協働で雪対策に取り組む意識の醸成を図ること

を目的に雪対策基本条例を制定するものでございます。

施行は、周知期間を考慮し、平成２９年１０月１日とするものでございます。

次に、４７ページから５０ページまでになります。

議案第１９号、大仙市おおたコミュニティプラザ条例の制定につきまして、ご説明申

し上げます。

本案は、太田保健センターの施設につきまして、地域住民が活用することができる交

流施設として活用することとするものでございます。

また、併せて太田保健センターの用途を廃止することとし、附則におきまして保健

センター条例の一部を改正するものであります。
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施行は、平成２９年４月１日であります。

次に、５１ページから５３ページをお願いいたします。

議案第２０号、町の区域の変更につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業の施行に伴いまして、同区域内の町界を

整理後の土地の形状にあわせて整理する必要があり、今回、町界を変更することにつき

まして議会の議決をお願いするものでございます。

次に、５４ページと別添の資料のＮｏ．１－１を併せてご覧願いたいと思います。

議案第２１号、市道の路線の認定及び廃止につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、合併前の旧市町村ごとに整備されておりました道路台帳を統合したことに伴

いまして、既存の市道路線を全て廃止し、新たに全路線を認定することにつきまして議

会の議決をお願いするものでございます。

認定路線は６，５８６路線、廃止路線は６，６９７路線でございます。

次に、５５ページから５９ページまでになります。

議案第２２号から議案第２６号までの平成２９年度の各特別会計への繰り入れにつき

まして、ご説明申し上げます。

本５案は、平成２９年度の各特別会計におきまして、一般会計から繰り入れる事業資

金の額を定めるものでございます。

議案第２２号、公共下水道事業特別会計につきましては７億３，８３１万３千円、議

案第２３号、特定環境保全公共下水道事業特別会計につきましては４億５，０６４万８

千円、議案第２４号、特定地域生活排水処理事業特別会計につきましては８５２万２千

円、議案第２５号、農業集落排水事業特別会計につきましては８億９，３７６万８千円、

議案第２６号、スキー場事業特別会計につきましては８，６９２万２千円とするもので

ございます。

続きまして、補正予算の関係でございます。

お手元の資料のＮｏ．４になります。「大仙市補正予算〔３月補正②〕」と記載して

おります予算書をご覧願いたいと思います。

１ページをお願いいたします。

議案第２７号、平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第９号）につきまして、ご説

明申し上げます。

今回の補正予算は、各事業費の確定に伴う補正及び国の平成２８年度の補正予算関連
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事業費などにつきまして補正をお願いするものでございます。

歳入歳出の予算総額にそれぞれ８億４，１１５万１千円を追加し、補正後の予算総額

を４８３億１，０９１万９千円とするものでございます。

４ページをお願いいたします。

繰越明許費につきましては、国の補正予算に関連しました畜産業費補助金、県営土地

改良事業費負担金など、合わせて１０件の追加と産地パワーアップ事業費、橋りょう長

寿命化対策費の２件の変更をお願いするものでございます。

９ページをお願いいたします。

歳入の関係です。

１４款国庫支出金は、農山漁村振興交付金、社会資本整備総合交付金などとして、２

億３，３６６万２千円の減額補正であります。

１０ページをお願いいたします。

１５款県支出金は、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業費補助金、産地パワー

アップ事業費補助金などとして３，５３１万４千円の補正であります。

１６款財産収入は、財政調整基金預金利子、地域振興基金預金利子などとしまして

１４８万４千円の補正でございます。

１７款寄附金は、民生費寄附金、ふるさと応援寄附金として８８５万２千円の補正で

あります。

１９款繰越金は、前年度繰越金として２億５，５４４万８千円の補正であります。

１２ページをお願いいたします。

２０款諸収入は、町内集落会館整備費貸付金元金収入、農業集積協力金返還金として

１５１万５千円の補正でございます。

２１款市債は、県営土地改良事業債、借換債などとしまして、合わせて７億

７，２２０万円の補正でございます。

１３ページをお願いいたします。

歳出の関係でございます。

２款総務費は、１，５３４万２千円の補正であります。

主な内容といたしまして、地域交通対策事業費につきましては、生活バスを運行して

おりますバス事業者に対する運行経費の赤字補填分の補助金などとして３，３０２万円

の補正、ふるさと応援基金積立金は、ふるさと納税制度によります寄附金と利子分の積
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立金、合わせて８５６万４千円の補正でございます。

参議院議員通常選挙執行経費は、昨年７月執行の参議院議員選挙の実績額が確定した

ことから、１，２９５万５千円の減額補正でございます。

１４ページをお願いいたします。

３款民生費は、８４０万５千円の補正であります。

主な内容といたしましては、臨時福祉給付金支給事業費は、給付金と事務費の実績見

込み並びに平成２７年度の国庫補助金の確定に伴いまして５，２７７万３千円の減額補

正でございます。

障がい福祉サービス給付費は、生活介護サービスなど各種サービス利用者の増加に伴

う扶助費と平成２７年度の国庫負担金の確定に伴う返還金として１，６８６万円の補正

であります。

生活扶助費につきましては、平成２７年度の国庫負担金の確定に伴う返還金として

４，７００万９千円の補正であります。

１５ページをお願いいたします。

４款衛生費は、５３４万７千円の補正であります。

主な内容といたしまして、浄化槽設置整備事業費補助金は、設置基数の実績見込みに

よりまして１，５６８万円の減額補正であります。

後期高齢者医療費等負担金は、２７年度の療養給付費の負担金などの精算に伴う負担

金として３，３９６万４千円の補正でございます。

１６ページをお願いいたします。

６款農林水産業費は、３億３，３６９万８千円の補正であります。

主な内容といたしまして、担い手への農地集積推進事業費につきましては、農地中間

管理機構を仲介して農地集積に協力する農地の出し手に対する補助でございますが、今

般、国の補助対象期間が変更になったことなどに伴いまして２億９，０１５万２千円の

減額補正でございます。

また、畜産業費補助金につきましては、今般、国の採択を受け、協和地域の小種地区

に肉用牛の繁殖施設を整備する農事組合法人に対する補助金として１億９，３２０万２

千円の補正でございます。

また、県営土地改良事業費負担金につきましては、国の補正予算の採択を受けたこと

に伴う補正でございます。３億９，５３０万円でございます。
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１７ページをお願いいたします。

７款商工費は、２千円の補正でございます。全国花火競技大会振興基金積立金は、利

子分の積立金の補正であります。

１８ページをお願いいたします。

８款土木費は、１億２，７６２万１千円の減額補正でございます。

主な内容としましては、道路維持管理費及び道路改良事業費の事業費の確定に伴い、

それぞれ３，７５９万５千円と９，２３９万５千円の減額補正でございます。

また、橋りょう長寿命化対策事業費につきましては、追加実施に伴う経費といたしま

して３，４７６万１千円の補正でございます。

１９ページをお願いいたします。

１０款教育費は、９，５１８万７千円の補正でございます。

主な内容といたしまして、校舎等維持補修及び施設整備費につきましては、今般、国

の補正予算の事業採択を受けて実施する高梨小学校のトイレの改修費として６，２８３

万７千円、大曲南中学校のエレベーターの改修費として３，２３４万８千円の補正でご

ざいます。

２０ページをお願いいたします。

１２款公債費は、５億１，０７９万１千円の補正であります。

内容といたしまして、長期債元金償還金は、民間資金から借り入れしております市債

のうち、交付税措置のない利率が１．０％以上の市債と平成２９年度で償還が終了する

市債の繰上償還として５億５，４７９万１千円の補正であります。

長期債利子償還金は、利子償還額の確定に伴い、４，４００万円の減額補正でござい

ます。

なお、今回の繰上償還によりまして、約２，８００万円の利子が軽減できると試算し

てございます。

以上が一般会計であります。

続きまして、特別会計について、ご説明申し上げます。

２５ページをお願いいたします。

議案第２８号、平成２８年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、年間１人当たりの平均医療費の増加に伴う療養給付費及び２７年度の国

庫負担金の確定に伴う返戻金などにつきまして補正をお願いするものでございます。



- 41 -

歳入歳出の予算総額にそれぞれ１億８，８９１万４千円を追加し、補正後の予算総額

を１０６億５，５９５万６千円とするものでございます。

次に、３７ページをお願いいたします。

議案第２９号、平成２８年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

きましては、保険基盤安定負担金の確定などに伴い、後期高齢者医療広域連合納付金に

つきまして補正をお願いするものでございます。

歳入歳出予算の総額からそれぞれ１，３８６万３千円を減額し、補正後の予算総額を

８億５，４８５万６千円とするものでございます。

次に、４５ページをお願いいたします。

議案第３０号、平成２８年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）に

つきましては、事業費の確定に伴い補正をお願いするものであります。

歳入歳出の予算総額からそれぞれ３，０００万円を減額し、補正後の予算総額を７億

７，６９７万８千円とするものでございます。

次に、５５ページをお願いいたします。

議案第３１号、平成２８年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、前年度繰越金の計上などによります奨学基金積立金の補正をお願いするものでご

ざいます。

歳入歳出の予算総額にそれぞれ６８０万円を追加し、補正後の予算総額を３，７６０

万９千円とするものでございます。

次に、６３ページをお願いいたします。

議案第３２号、平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）につき

ましては、仙北中央地区簡易水道整備事業の国庫補助金の減額に伴いまして、市債への

歳入の組み換え補正をお願いするものでございます。

次に、６９ページをお願いいたします。

議案第３３号、平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）につ

きましては、長期債利子償還金の確定に伴い、補正をお願いするものでございます。

歳入歳出の予算総額から、それぞれ５００万円を減額し、補正後の予算総額を１８億

２，１９５万５千円とするものでございます。

次に、７７ページをお願いいたします。

議案第３４号、平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算
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（第４号）につきましては、流域下水道事業費負担金につきまして、今般、繰越明許費

の設定をお願いするものでございます。

次に、７９ページをお願いいたします。

議案第３５号、平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）に

つきましては、農業集落排水事業債償還基金利子の積立金の補正をお願いするものであ

ります。

予算総額にそれぞれ１万円を追加し、補正後の予算総額を１３億１，０３５万９千円

とするものでございます。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

以上であります。

【佐藤総務部長 降壇】

○議長（千葉 健） 次に、日程第４２、議案第３６号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米副市長。

【久米副市長 登壇】

○副市長（久米正雄） 資料Ｎｏ．４の補正予算書〔３月補正②〕の８７ページをお願い

いたします。

議案第３６号、平成２８年度大仙市上水道事業会計補正予算（第２号）につきまして、

ご説明申し上げます。

今回の補正予算は、事業の実績に伴い、収益的支出の増額及び資本的支出の減額の補

正、また、継続費にかかわる総額及び年割額の補正をお願いするものであります。

内訳でありますが、補正予算第２条は、大仙市上水道事業会計予算第３条に定めた収

益的支出の第１款上水道事業費用について、事業の実績に伴いまして第２項営業外費用

における消費税及び地方消費税を１，６１１万７千円増額補正し、補正後の上水道事業

費用を７億７，０９２万４千円とするものであります。

第３条は、支出の第１款資本的支出について、大曲上水道宇津台浄水場更新事業にお

いて、当初、本体工事に係る契約締結を第１四半期の実施を予定しておりましたが、構

造関係技術基準解説書の改訂に伴いまして、実施設計書の変更が必要となりました。こ

の影響により、本体工事の発注が大幅に遅れたことにより、工事請負費について減額補
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正するものであります。

また、配水管布設・改良・移設工事費の請負額の確定により、第１項建設改良費につ

いて、合わせて２億８，０８０万円の減額補正し、補正後の資本的支出の額を３億

３，５３９万２千円とするものであります。

これらの補正に伴いまして予算第４条本文括弧書きを「資本的収入額が資本的支出額

に対して不足する額２億８，９２４万円につきましては、過年度分損益勘定留保資金か

ら７，７５２万６千円、減債基金積立金から１億円、建設改良積立金から１億円、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額から１，１７１万４千円で補填するものと

する」に改めるものであります。

次に、８８ページをお願いします。

第４条は、継続費の総額及び年割額の補正でありまして、大曲上水道宇津台浄水場更

新事業に係る委託料及び工事請負費の契約額確定により、３億２，４７８万３千円を減

額補正し、補正後の総額を２６億５，１５０万８千円としております。

年割額につきましては、記載のとおりであります。

以上、議案第３６号についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願い申し上げます。

【久米副市長 降壇】

○議長（千葉 健） 議案説明の途中でございますけれども、１０分間休憩いたします。

再開は５５分といたします。

午後 １時４２分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 １時５４分 再 開

○議長（千葉 健） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（千葉 健） 次に、日程第４３、議案第３７号から日程第６０、議案第５４号ま

での１８件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。佐藤総務部長。

【佐藤総務部長 登壇】

○総務部長（佐藤芳彦） それでは、当初予算につきまして、ご説明いたします。
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資料は、資料Ｎｏ．５の当初予算書になりますので、お願いいたします。

平成２９年度大仙市一般会計予算について、ご説明申し上げます。

１ページをお願いいたします。

一般会計歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４６２億２，１００万円でありま

す。

前年度当初予算に比べ６億２，６７０万円、率にしまして１．４％の増となっており

ます。これは、広域消防本部大曲消防署の改築事業や社会福祉法人が実施いたします

「かわ舟の里角間川」の改築事業などの実施によりまして、前年度に比べ予算が増とな

るものでございます。

７ページをお願いいたします。

継続費の関係でございます。継続費では、一般廃棄物最終処分場廃止事業費など２件

につきまして設定をお願いするものでございます。

８ページをお願いいたします。

債務負担行為の関係でございます。債務負担行為では、住民記録・税等の基幹系シス

テムデータベースの移行業務の委託料などにつきまして、３件につきまして設定をお願

いするものでございます。

それでは、事項別明細書によりまして、歳入から順にご説明申し上げます。

１８ページをお願いいたします。

１款市税は、前年度比０．８％増の７８億１，２４１万６千円を計上してございます。

主な税目としましては、法人市民税は前年度比６．４％増の５億６，５０８万８千円

の計上、軽自動車税は前年度比４．３％増の２億６，８２０万３千円となっております。

２款地方譲与税は、地方揮発油譲与税及び１９ページになりますが、自動車重量譲与

税として総務省の地方財政対策などを勘案しまして、前年度比２．０％減の７億

４，０７５万８千円を計上しております。

３款利子割交付金は、前年度比２７．７％減の６５４万４千円を計上しております。

４款配当割交付金は、前年度比２８．１％減の２，６８９万４千円を計上しておりま

す。

５款株式等譲渡所得割交付金は、前年度比４５．５％減の１，０３０万７千円を計上

しております。

２０ページをお願いいたします。
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６款地方消費税交付金は、前年度比２．６％減の１５億１，２６８万４千円を計上し

ております。

７款ゴルフ場利用税交付金につきましては、大曲地域１カ所と協和地域２カ所のゴル

フ場分でございます。前年度比４．１％増の１，４９５万７千円を計上しております。

８款自動車取得税交付金は、前年度比１３．５％減の１億１５５万８千円を計上して

おります。

９款地方特例交付金は、前年度比１０．９％増の３，２１４万３千円を計上しており

ます。

１０款地方交付税は、総務省の地方財政対策などを勘案し、普通交付税及び特別交付

税を合わせまして、前年度比２．８％減の１８５億４，７２３万８千円を計上しており

ます。

１１款交通安全対策特別交付金は、前年度比４．６％減の１，７６０万１千円を計上

しております。

１２款分担金及び負担金は、前年度比１１．０％増の１億９，９２２万７千円を計上

しております。

次に、２２ページをお願いいたします。

１３款使用料及び手数料は、前年度比４％減の４億７，３７３万４千円を計上してお

ります。

主な内容としましては、総務使用料は、大仙市光ファイバー網使用料などとして、合

わせて４，２０２万６千円でございます。

２３ページになりますが、土木使用料は、市民ゴルフ場使用料、市営住宅使用料など

として２億１，２８９万３千円の計上でございます。

２５ページになりますが、手数料は、戸籍手数料、一般廃棄物処理手数料などとして

１億６，６３３万２千円でございます。

次に、２６ページをお願いいたします。

１４款国庫支出金は、前年度比１０．６％減の５４億５，９４３万２千円を計上して

ございます。

主な内容としましては、民生費国庫負担金においては、障がい福祉サービス事業費負

担金、子どものための教育・保育給付費負担金、生活保護費負担金など合わせて４３億

７，３１５万円の計上でございます。
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２７ページになりますが、土木費国庫補助金は、道路維持や橋りょう長寿命化対策な

どにかかわります社会資本整備総合交付金などとしまして３億７，８９５万６千円でご

ざいます。

２８ページになりますが、委託金は、国民年金事務委託金などとしまして２，４１８

万５千円の計上でございます。

次に、１５款県支出金は、前年度比０．５％減の３９億３，０９６万５千円の計上で

ございます。

主な内容といたしましては、民生費県負担金は、国民健康保険及び後期高齢者医療保

険の保険基盤安定にかかわる負担金や障がい福祉サービス事業費負担金などとしまして

１６億９１９万５千円でございます。

２９ページになりますが、民生費の県補助金につきましては、５億４，１７８万６千

円の計上でございます。

内容としましては、３０ページになりますが、地域児童健全育成推進事業費補助金や、

すこやか子育て支援事業費補助金などでございます。

また、農林水産業費の県補助金につきましては、１３億６，２１０万１千円でありま

す。

内容としましては、青年就農給付金や農業夢プラン事業費の補助金、３１ページにな

りますが、担い手への農地集積推進事業費補助金、多面的機能支払推進交付金などでご

ざいます。

３２ページになりますが、県の委託金としては２億３００万７千円でございます。県

民税徴収交付金や３３ページになりますが、県知事選挙費委託金などでございます。

３５ページをお願いいたします。

１６款財産収入は、土地貸付収入及び土地売払収入など前年度比３９．８％減の

６，４６１万３千円を計上しております。

３６ページをお願いいたします。

１７款寄附金は、保健体育寄附金などとして４０万１千円を計上しております。

１８款繰入金であります。前年度比１４．１％減の６億２，４１５万８千円を計上し

てございます。

内容としましては、財政調整基金繰入金が１億円、３８ページになりますが、地域振

興基金繰入金につきましては、地域振興に資するソフト事業の財源として２億
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２，１３３万７千円であります。

また、公共施設修繕引当基金繰入金につきましては、２億８０９万円の計上でござい

ます。

１９款繰越金は、前年度と同額の３億円を計上してございます。

２０款諸収入は、前年度比７．３％増の１５億７１７万７千円を計上しております。

内容としましては、貸付金元利収入が８億８，３４４万６千円、４１ページになりま

すが、受託事業収入が２億２，５００万円、雑入が３億９，６１７万７千円でございま

す。

次に、４７ページをお願いいたします。

２１款市債につきましては、前年度比６４．４％増の４８億３，８１９万３千円を計

上してございます。

内容としては、民生債は、障がい者施設整備事業債などとしまして７億５，６１０万

円でございます。

４８ページになりますが、消防債は、広域消防本部大曲消防署の建設事業債などとし

まして１４億９，２８０万円でございます。

教育債は、生涯学習施設整備事業債などとして４億７，２２０万円であります。

また、臨時財政対策債につきましては、１４億４，５３９万３千円の計上でございま

す。

次に、歳出につきまして順に申し上げます。

４９ページをお願いいたします。

１款議会費につきましては、前年度比０．４％減の３億２，８６０万３千円でござい

ます。

主な経費といたしましては、議員報酬や期末手当、共済費、議員活動費、議会広報発

行経費などを計上しているものでございます。

次に、５０ページから６４ページまでになります。

２款総務費は、対前年度比１３．９％減の４１億１，３７８万８千円であります。

主な内容としましては、アーカイブズ関係経費、地域交通対策事業費などを計上して

おります。

また、行政と市民協働の地域活性化として、地域の魅力再発見事業費や移住・定住ア

クションプランに基づきます移住・定住推進事業費などの予算を計上してございます。
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次に、６５ページから７４ページまでをお願いいたします。

３款民生費は、前年度比４．９％増の１４０億５，７７０万６千円でございます。

主な経費としましては、障がい福祉サービス給付費や児童手当、保育所等への運営費

負担金となります保育所等施設型給付費負担金などを計上してございます。

また、生活扶助費、ねんりんピック秋田２０１７の推進事業費、放課後児童クラブの

受入体制の拡充などにかかわります放課後児童クラブ管理運営費、社会福祉法人水交会

が実施いたします障がい者支援施設「かわ舟の里角間川」の改築事業費の補助金などを

計上しているものでございます。

次に、７５ページから８１ページまでをお願いいたします。

４款衛生費は、前年度比９．０％減の４４億３，４４１万円でございます。

主な経費としては、予防接種経費や各種検診などの実施にかかわる保健事業費を計上

しております。

また、一般廃棄物最終処分場の廃止事業費、大曲墓園内の駐車場整備などにかかわる

墓地公園整備事業費などの予算を計上しているものでございます。

次に、８２ページをお願いいたします。

５款労働費は、前年度比１１．２％減の１億１，６５８万１千円でございます。

主な経費としては、出稼ぎ対策費や大仙市雇用助成金、Ａターン就職者や企業に対す

る助成経費としましてＡターン就職支援事業費、人材獲得応援事業費などの予算を計上

しているものでございます。

次に、８３ページから９２ページまでをお願いいたします。

６款農林水産業費は、前年度比１２．５％減の３６億６，５５１万２千円であります。

主な経費としましては、青年就農給付金事業費、多面的機能支払交付金事業費、県営

土地改良事業費負担金などを計上してございます。

また、従来の事業を進化させた大豆の品質及び収量の向上を図ります大豆産地化推進

事業費や周年栽培を目指すイチゴ栽培に必要な機械施設の導入にかかわります周年いち

ご栽培支援事業費などの予算を計上しているものでございます。

次に、９３ページから９８ページまでになります。

７款商工費につきましては、前年度比３．７％増の１５億３，３０１万６千円でござ

います。

主な経費としましては、４月に開催されます国際花火シンポジウムの関連事業費、み
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ずほの里ロードをサイクリングコースとして整備いたしますインバウンド観光事業費、

また、観光ＰＲイベント事業費などの予算を計上しているものでございます。

次に、９９ページから１０４ページまでをお願いいたします。

８款土木費は、５０億６，８３７万３千円の計上でございます。

主な経費といたしましては、社会資本整備総合交付金などを活用しました幹線路面修

繕、橋りょう長寿命化対策事業費などを計上してございます。

また、住宅リフォーム支援事業費や市民の皆様からの要望が多い道路補修費の拡充と

直営作業班の体制強化にかかわる経費を計上しております。

また、道路除雪対策関連経費については、全額を当初予算に計上しているものでござ

います。

次に、１０５ページから１０８ページまでをお願いいたします。

９款消防費は、対前年度比４９．６％増の３０億９，３５７万６千円でございます。

主な経費としましては、広域消防本部大曲消防署の改築事業費の経費、それから、消

防団の再編に伴う小型動力ポンプ付積載車の導入経費、また、防災ハザードマップの作

成経費などを計上しているものでございます。

次に、１０９ページから１２７ページまでをお願いいたします。

１０款教育費は、前年度比１４．１％増の４７億１，７０９万８千円でございます。

主な経費としましては、外国語教育の充実を図る大仙グローバルジュニア育成事業費

や生涯学習推進費、文化財保護費、スポーツの振興にかかわる経費などを計上しており

ます。

また、（仮称）花火伝統文化継承資料館整備事業費や角間川・川のまち歴史交流の杜

整備事業費、また、第１回目の開催となります全国５００歳野球大会の関係経費などを

計上しているものでございます。

次に、１２８ページをお願いいたします。

１１款災害復旧費につきましては６５０万５千円の計上でございます。

なお、補助分の災害復旧事業費につきましては、災害発生後、国の査定結果などを踏

まえ、予算計上をする予定でございます。

次に、１２９ページをお願いいたします。

１２款公債費は、前年度比１．０％減の５０億３，５８３万２千円を計上してござい

ます。
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次に、１３０ページをお願いいたします。

１３款予備費につきましては、前年度と同額の５，０００万円を計上しているもので

ございます。

以上が一般会計であります。

次に、特別会計の関係でございます。

はじめに、１５１ページから１８６ページまでになります。

議案第３８号、平成２９年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算につきましては、

１０５億９，２４７万６千円の計上でございます。前年度比１億１，３７１万５千円の

増となってございます。これは、一般分の高額療養費の増や国民健康保険事業の安定化

計画に沿った財政調整基金への積立額の増などによるものでございます。

なお、平成３０年度から県が国民健康保険の運営の中心的な役割を担うこととなりま

すので、新しい制度に円滑に移行できるよう準備を進めてまいります。

次に、１８７ページから２０６ページまでをお願いいたします。

議案第３９号、平成２９年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算は、８億４，６９３

万７千円でございます。前年度比２，０００万２千円の減となっております。これは保

険基盤安定負担金など、広域連合への納付金の減によるものでございます。

次に、２０７ページから２２６ページまでをお願いいたします。

議案第４０号、平成２９年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算は、６億

６，１４０万１千円でございます。前年度比１億５，３６７万５千円の減となってござ

います。

土地区画整理事業につきましては、２８年度から換地及び登記事務を行っております

が、３０年度以降の清算業務につきましては、今後は一般会計で実施していく予定とし

ております。

次に、２２７ページから２４８ページまでをお願いいたします。

議案第４１号、平成２９年度大仙市学校給食事業特別会計予算は、１０億３，９０７

万５千円でございます。前年度比１，３６３万円の増となってございます。

主な内容としましては、学校給食センター５カ所の給食材料費、管理・運営費、学校

給食協会への調理運搬業務の委託料経費などを計上しているものでございます。

次に、２４９ページから２６０ページまでをお願いいたします。

議案第４２号、平成２９年度大仙市奨学資金特別会計予算は、２，８７５万５千円で
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ございます。前年度比較で２０５万４千円の減となってございます。

また、ふるさと就職者の償還免除制度によりまして、償還免除に対応する金額につき

まして、ふるさと応援基金から繰り入れをしているものでございます。

次に、２６１ページから２８６ページまでをお願いいたします。

議案第４３号、平成２９年度大仙市公共下水道事業特別会計予算は、１７億

３，６５３万７千円でございます。前年度比３，７１９万７千円の増となってございま

す。

内容としましては、それぞれの地域の下水道維持管理費のほか、大曲、神岡地域の管

路工事や刈和野の浄化センターの長寿命化対策工事などの予算を計上しているものでご

ざいます。

次に、２８７ページから３１０ページまでをお願いいたします。

議案第４４号、平成２９年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算は、８

億１１０万２千円であります。前年度比９７９万５千円の増となってございます。

主な内容としましては、それぞれの地域の下水道維持管理費のほか、強首の浄化セン

ター及び協和中央浄化センターの長寿命化対策にかかわる経費を計上しております。

また、南外地域の管路工事などの予算も計上してございます。

次に、３１１ページから３２２ページまでをお願いいたします。

議案第４５号、平成２９年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算は、

２，４７８万９千円でございます。前年度より１５万７千円の増であります。

西仙北地域と協和地域の浄化槽維持管理費などの予算を計上しているものでございま

す。

次に、３２３ページから３４８ページまでをお願いいたします。

議案第４６号、平成２９年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算は、１３億

３，３６８万３千円であります。前年度と比較して２，２７９万１千円の増となってご

ざいます。

内容としましては、それぞれの地域の農業集落排水の維持管理にかかわる予算のほか、

仙北地域における管路の布設替工事にかかわる予算などを計上しているものでございま

す。

なお、下水道事業の４つの特別会計につきましては、平成３０年４月に地方公営企業

法を適用する会計への移行を予定しているものでございます。
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次に、３４９ページから３６２ページをお願いいたします。

議案第４７号、平成２９年度大仙市スキー場事業特別会計予算は、８，６９８万８千

円でございます。前年度に比較して１，７０４万５千円の増でございます。

大曲、協和及び大台の各スキー場の施設整備などにかかわる経費を計上しているもの

でございます。

次に、３６３ページから３７６ページまでになります。

議案第４８号、平成２９年度大仙市太陽光発電事業特別会計予算は、１億２，１１８

万４千円でございます。

内容としては、一般管理費や太陽光発電施設のリース料などにかかわる経費を計上し

ているものでございます。

次に、３７７ページから３８８ページになります。

議案第４９号、平成２９年度大仙市内小友財産区特別会計予算は、５７９万３千円で

ございます。前年度に比較して５１５万円の増となっております。

次に、３８９ページから４００ページをお願いいたします。

議案第５０号、平成２９年度大仙市大川西根財産区特別会計予算は、４１万６千円で

あります。前年度より２１万３千円の減でございます。

次に、４０１ページから４１４ページをお願いいたします。

議案第５１号、平成２９年度大仙市荒川財産区特別会計予算は、１７８万５千円でご

ざいます。前年度より１４万６千円の減となってございます。

次に、４１５ページから４２８ページまでをお願いいたします。

議案第５２号、平成２９年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算は、１２７万円でござ

います。前年度より１４万４千円の減となってございます。

次に、４２９ページから４４２ページをお願いいたします。

議案第５３号、平成２９年度大仙市船岡財産区特別会計予算は、１７３万４千円でご

ざいます。

前年度より７万７千円の減となってございます。

次に、４４３ページから４５６ページをお願いいたします。

議案第５４号、平成２９年度大仙市淀川財産区特別会計予算は、２８１万９千円でご

ざいます。前年度比較で８５万円の増となっているものでございます。

以上、平成２９年度の一般会計予算及び各特別会計予算の概要を申し上げましたが、
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よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

以上であります。

【佐藤総務部長 降壇】

○議長（千葉 健） 次に、日程第６１、議案第５５号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。冨樫市立大曲病院事務長。

【冨樫病院事務長 登壇】

○病院事務長（冨樫公誠） 議案第５５号、平成２９年度市立大曲病院事業会計予算につ

いて、ご説明申し上げます。

Ｎｏ．５の大仙市各会計予算の４５７ページをお願いいたします。

はじめに、第２条、業務の予定量についてであります。年間患者数については、入院

を３万９，７８５人と見込んでおります。これは、一日平均患者数を１０９人としたも

ので、前年度当初よりも１日当たり２人減と積算しております。

また、外来については、年間患者数を１万４，８８４人で、一日平均患者数を６１人

としております。

訪問看護・指導については、年間患者数を７３２人で、一日の訪問患者数を５人程度

とし、週３日の実施を予定しております。

外来、訪問看護・指導については、前年度並みの見込みとしております。

次に、予算についてご説明いたします。

第３条、収益的収入及び支出につきましては、収入支出ともに同額の９億３８３万５

千円、収支差引ゼロとしております。

前年度の当初予算と比較すると９００万４千円、率にして１．０％の増となっており

ます。

内容につきましては、４６０ページ、予算実施計画をお願いいたします。

収入の第１款第１項医業収益は、６億５，８８４万１千円で、これは前年度の当初予

算と比較すると４１４万７千円、率にして０．６％の増となっております。

第２項医業外収益は、２億４，４９９万４千円で、一般会計からの繰入金２億

３，８５８万８千円が主なものとなります。

次の、４６１ページをお願いいたします。

支出の第１款第１項医業費用は、８億６，９９７万９千円で、前年度の当初予算と比
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較すると１，１７２万１千円、率にして１．４％の増としております。

主な内訳は、職員の給与費５億９，８７４万９千円、入院患者のための医薬品などの

材料費４，０５５万９千円、光熱水費、燃料費、委託料などの経費１億８，０５８万２

千円、減価償却費４，７４１万３千円などであります。

第２項の医業外費用は、３，１６５万６千円で、企業債の支払利息が主なものであり

ます。

第３項の特別損失は、過年度分の診療報酬請求に係る査定減などを修正損として計上

するための項目であります。

次に、資本的収入及び支出についてご説明申し上げます。

資料は、４５８ページにお戻り願います。

第４条、資本的収入及び支出であります。

収入は、４，９６１万５千円で、出資金として一般会計からの繰入金を計上しており

ます。

支出は、１億１，０３１万７千円で、前年度の当初予算と比較すると７４７万９千円

の増となっております。

第１項、建設改良費は、１，２９９万３千円で、精神病棟の離床センサーの設置、認

知症病棟の特殊浴槽の更新、外来診察室の画像閲覧用のパソコンの設置などの施設設備

に係るものであります。

第２項の企業債償還金は、企業債３件分の元金償還９，６３２万４千円であります。

なお、この予算で収入が支出に対して不足する額につきましては、過年度分損益勘定

留保資金等により補填するとしております。

以上、平成２９年度市立大曲病院事業会計予算の概要をご説明申し上げましたが、よ

ろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【冨樫病院事務長 降壇】

○議長（千葉 健） 次に、日程第６２、議案第５６号及び日程第６３、議案第５７号の

２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米副市長。

【久米副市長 登壇】

○副市長（久米正雄） 議案第５６号、平成２９年度大仙市上水道事業会計予算につきま
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して、ご説明申し上げます。

４８３ページをお願いします。

第１条、総則は、平成２９年度大仙市上水道事業会計予算につきまして、地方公営企

業法第２４条の規定に基づき、本条以下第１０条までの条項に必要な予算内容を定める

とするものであります。

第２条の業務の予定量は、給水戸数は前年度比１５１戸増の１万４，５０２戸と見

込んでおりますが、年間総配水量は、近年の減少傾向を踏まえ、前年度比１万

４，１３０㎥減の４１５万７，９７３㎥、一日平均配水量は前年度比３８㎥減の１万

１，３９２㎥を予定しており、有収率は前年度と同率の９０％を見込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出でありますが、収入の第１款上水道事業収益は前

年度比４，６５１万１千円増の９億２，８５４万７千円を見込んでおります。

内訳といたしまして、第１項営業収益８億２，３８１万９千円は、水道料金収入が８

億１，３０９万４千円のほか、その他営業収益として他会計負担金、仙北南地区簡易水

道事業の起債償還のうち、利息分の一般会計からの繰入金など２９２万１千円のほか、

給水工事設計審査手数料などを計上しております。

第２項の営業外収益１億４７２万７千円の主なものといたしましては、減価償却費用

の財源として、過年度の補助金・補償金等を収益に計上する長期前受金戻入として

５，３９９万８千円、消費税及び地方消費税還付金５，０５０万２千円などであります。

次に、支出、第１款上水道事業費用は、前年度比８，５２８万２千円減の６億

６，１０１万７千円であります。

内訳といたしまして、第１項営業費用６億１，７２９万４千円の主なものといたしま

しては、給与費１億６，３８６万６千円のほか、水質検査手数料や各施設の保守管理な

どの委託料、取水施設・浄水場の動力費、浄水場などの施設や配水管にかかわる修繕費

を計上し、併せて減価償却費として２億４，６６６万７千円、資産減耗費として秋田県

が実施する藤木上橋架替事業に伴う添架管撤去費など１，４５０万１千円を計上してお

ります。

第２項営業外費用４，０７２万３千円の主なものといたしましては、企業債利息

３，９７２万２千円であります。

第３項特別損失１５０万円は、過年度損益修正損として時効欠損及び過年度分料金還

付金などであります。
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第９項予備費は、１５０万円を計上しております。

収入及び支出の差引は、２億６，７５３万円を見込んでおります。

次に、４８４ページをお願いします。

第４条、資本的収入及び支出についてであります。

収入、第１款資本的収入は、前年度比１１億８，２７２万８千円増の１２億

２，８８８万円を見込んでおり、内訳といたしましては、第１項工事負担金は、下水道

整備工事に伴う配水管移設工事負担金として１００万円。

第３項企業債は、大曲上水道宇津台浄水場更新事業にかかわる企業債借入金として

１２億円。

第５項出資金は、仙北南地区簡易水道事業の企業債償還金のうち、元金償還の２分の

１に相当する一般会計からの繰入金５２６万２千円。

第６項国庫支出金は、水道未普及地域解消事業に係る補助金として、２，２６１万８

千円であります。

支出、第１款資本的支出は、前年度比１５億６，３８５万２千円増の２１億

８，００４万４千円を見込んでおります。

第１項建設改良費２０億４，３５３万円の主な内訳といたしまして、宇津台浄水場更

新工事について、２９年度の年割の工事請負費及び設計監理費・工事監理費合わせて

１８億８，２６４万円。配水施設拡張改良事業として、拡張・改良工事及び移設工事の

計１０地区、工事請負費１億２，０９０万２千円などを計上しております。

第２項企業債償還金は、１億３，６５１万４千円を計上しております。

これらの事業実施に伴い、第４条本文括弧書きに「資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額９億５，１１６万４千円につきましては、過年度分損益勘定留保資金か

ら５億９，９８４万８千円、減債積立金から１億円、建設改良積立金から１億円、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額から１億５，１３１万６千円で補填する」

と定めるものであります。

第５条債務負担行為については、水道料金等徴収業務委託として、総額５億

９，４００万円のうち、上水道事業会計からの負担分限度額を３億４，１５５万円と定

めるものであり、期間を平成３０年度から平成３４年度までの５年間に設定するもので

あります。

次に、４８５ページをお願いします。



- 57 -

第６条企業債は、大曲上水道宇津台浄水場更新事業費にかかわる借り入れについて、

限度額を１２億円とし、起債の方法、利率及び償還の方法は記載のとおり定めるもので

あります。

第７条は、一時借入金の限度額を前年度同様に５，０００万円とするものであります。

第８条は、予定支出の各項の経費の金額の流用できるものとして、第３条及び第４条

の項間流用について定めるものであります。

次に、４８６ページ、お願いします。

第９条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費は、職員給与費１億

６，３８６万６千円、交際費は１万円とするものであります。

第１０条は、たな卸し資産の購入限度額を７３３万２千円と定めるものであります。

続きまして、議案第５７号、平成２９年度大仙市簡易水道事業会計予算につきまして、

ご説明申し上げます。

５１７ページをお願いします。

簡易水道事業につきましては、平成２９年度より地方公営企業法を適用し、企業会計

方式において予算編成をしております。

第１条の総則は、平成２９年度大仙市簡易水道事業会計予算につきまして、地方公営

企業法の規定に基づき、本条以下第１０条までの条項に必要な予算内容を定めるとする

ものであります。

第２条の業務の予定量は、給水戸数を８，８３７戸と見込んでおり、年間総配水量は

２４７万３，７６１㎥、一日平均配水量は６，７７７㎥を予定しており、有収率は９０

％を見込んでおります。

次に、第３条、収益的収入及び支出でありますが、収入、第１款簡易水道事業収益は

１２億７，３２０万９千円を見込んでおります。

内訳といたしまして、第１項営業収益８億２８２万９千円は、水道料金５億

７，２５１万３千円のほか、その他営業収益として給水工事設計審査手数料や一般会計

負担金などを計上しております。

第２項営業外収益４億７，０３７万９千円の主なものといたしまして、減価償却費用

の財源として、過年度の補助金・補償金等を収益に計上する長期前受金戻入として４億

６，７２８万１千円などであります。

次に、支出の第１款簡易水道事業費用は、１２億４，６２５万７千円であります。
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内訳といたしまして、第１項営業費用１０億４，０５１万２千円の主なものといたし

まして、給与費が８，９５０万９千円、水質検査手数料や各施設の保守管理等の委託料、

取水施設・浄水場の動力費、浄水場などの施設や配水管に係る修繕費を計上し、併せて

減価償却費として７億７，７６４万円などを計上しております。

第２項営業外費用１億９，９７４万５千円の主なものといたしまして、企業債利息１

億７，７１１万１千円、消費税及び地方消費税２，１６３万３千円であります。

第３項の特別損失１００万円は、過年度損益修正損として時効欠損・過年度分料金還

付金などであります。

第４項予備費は、５００万円を計上しております。

収入及び支出の差引は、２，６９５万２千円を見込んでおります。

次に、５１８ページをお願いします。

第４条資本的収入及び支出についてであります。

収入の第１款資本的収入は、４億１，９６９万３千円を見込んでおります。

内訳としては、第３項企業債が１億８，０２０万円、第４項補償金は、県道神岡南外

東由利線バイパス整備に伴う配水管移設工事実施設計業務委託にかかわる県からの補償

金４８９万３千円、第５項出資金は、一般会計からの繰入金２億３，４６０万円であり

ます。

支出、第１款資本的支出は７億６，９５０万８千円を見込んでおります。

第１項建設改良費２億１，３９５万４千円の内訳としては、神岡地域の神宮寺地区簡

易水道水源改良事業費として実施設計業務委託費及び工事費の合わせて１，０７７万４

千円、中仙地域入角地区簡易水道水源新設事業として、経営変更認可設計業務委託費

２９１万６千円、中仙地域豊岡地区簡易水道水源新設事業費として実施設計業務委託費

及び工事費の計１億２，４２０万円、協和南部地区簡易水道事業費として実施設計業務

委託費３，６１０万５千円、配水管等布設事業費として５８３万２千円を計上しており

ます。

第２項企業債償還金は、５億５，５５５万４千円を計上しております。

これらの事業実施に伴い、第４条本文括弧書きに「資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額３億４，９８１万５千円につきましては、当年度分損益勘定留保資金か

ら３億３，４００万４千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額から

１，５８１万１千円を補填する」と定めるものであります。
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次に、第４条の２、特例的収入及び支出でありますが、当年度に属する債権及び債務

として整理する未収金及び未払金の金額は、それぞれ２，６００万７千円及び

１，１９６万８千円を見込んでおります。

次に、５１９ページであります。

第５条の債務負担行為でありますが、水道料金徴収業務委託費として２億５，２４５

万円を限度額として、期間を平成３０年度から３４年度までの５年間に設定するもので

あります。

第６条の企業債でありますが、簡易水道事業に係る借り入れについて、限度額を１億

８，０２０万円とし、起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりであります。

第７条は、一時借入金の限度額を３億６，０００万円とするものであります。

次に、第８条は、予定支出の各項の経費の金額の流用できるものとして、第３条及び

第４条の項間流用について定めるものであります。

第９条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費は、職員給与費

８，９５０万９千円とするものであります。

第１０条は、たな卸し資産購入の限度額を４２９万円と定めるものであります。

以上、議案第５６号及び議案第５７号につきましてご説明申し上げましたが、よろし

くご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上げます。

【久米副市長 降壇】

○議長（千葉 健） 次に、日程第６４、公共施設等総合管理計画調査特別委員会最終報

告を行います。

本件は、同委員会より調査が終了したことから、会議規則第１０９条の規定により、

お手元に配付のとおり調査報告書が提出されました。

本件に関し、委員長の報告を求めます。公共施設等総合管理計画調査特別委員会委員

長２１番児玉裕一君。

（「はい」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） はい、２１番。

【２１番 児玉裕一議員 登壇】

○公共施設等総合管理計画調査特別委員会委員長（児玉裕一） 公共施設等総合管理計画

調査特別委員会の調査・審査結果について、ご報告申し上げます。
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お手元の最終報告書の１ページになります。

はじめに、平成２８年度に示される大仙市公共施設等総合管理計画及び個別施設の実

施計画は、地域住民の多様な意見・要望等を的確に把握する必要があり、さらに地域住

民に対する説明責任を果たす責務があることから、大仙市議会として公共施設の現状と

利用実態の調査を進めることを目的として、議員１０名で構成する「公共施設等総合管

理計画調査特別委員会」が平成２７年１２月１６日に設置されました。

国では、地方自治体において、厳しい財政状況が続く中、人口減少により、公共施設

等の利用需要が変化していくことが予想されるため、公共施設等の最適な配置を実現す

ることが必要として本計画を策定するよう通達いたしました。

このため、当特別委員会は、市当局から施設の現状や課題について説明をいただき、

ハコモノの現地調査を行い、本計画に議会の意見を反映させるため、中間報告を行いな

がら、本日、ここに最終報告を行うものであります。

次に、調査・審査の経過については、１７回の委員会の概要を記載しております。今

後３０年という長期計画の中で議会の監視機能を果たしていくこととしております。

次に、調査・審査の結果についてであります。

これまでに中間報告をいたしました内容につきましては割愛させていただき、報告を

終えていない項目について、ご報告させていただきます。

第１、公共施設等総合管理計画全体にかかわる事項においては、項番４、市が賃借し

ている土地・建物については、実態を調査の上、返還・売却等、適正な処理を今後考え

ていただきたい。

次に、項番８、公共施設等総合管理計画の遂行にあたっては、全職員が将来の財政難

に対する危機感を持って今後３０年において検証と見直しに取り組んでいただきたい。

次に、第２、ハコモノ施設の分類における事項では、５ページになりますが、生活基

盤施設においての３行目からの大曲駅周辺の駐車場については、収容台数と利用状況を

把握し、市所有の駐車場が効率的に利用されるよう、調査及び検討することを提言する。

市で管理している公園については、維持管理費の少ないものは、地域、集落へ譲渡し、

管理費を補助するなりの方策を講じることを提言する。

また、姫神ハイツについては、利用者が少ないため、将来的には廃止も考慮していた

だくことを提言するものであります。

次に、６ページのその他施設の４行目からであります。
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野球場及びグラウンドゴルフ場については、経費をかけて良好な状態にするものを定

めて維持管理し、その他は、集落等の協力により維持できるよう協議及び検討すること

を提言する。

また、大曲市民ゴルフ場については、市直営から民営へ移行することの検討を始める

ことを提言するものであります。

次に、第３、インフラ資産における事項であります。

道路、橋りょうについては、人口減少により、集落の戸数減少が想定されるが、緊急

車両が通過できるような道路等を確保する必要があるので、大仙市公共施設等総合管理

計画の遂行にあたっては配慮していただきたい。

また、補助事業を利用した道路整備について模索いただきたいと思います。

上水道管渠については、小規模水道組合等及び個人設置の水道は、市民に対する安全

・安心な水の供給の観点と平等性から、補助金等の助成について検討をいただきたい。

下水道管渠については、浄化施設とともに下水道事業等の健全な経営のため、さらな

る加入率の向上に努めていただきたい。

次に、第４、計画を進めるにあたっての指摘、要望事項であります。

廃止・更新する施設については、計画遂行のため、十分に時間をかけ、地域の住民に

対して説明し、理解が得られるようにしていただきたいとしております。

以上のとおり、特別委員会として１年２カ月余りにわたり調査・審査を行ってまいり

ましたが、市当局並びに関係者におかれましては、当特別委員会の提言・意見を十分参

酌の上、大仙市公共施設等総合管理計画の策定を進めていただくよう念願するものであ

ります。

終わりに、調査・審査にご協力をいただきました市当局はじめ関係者の皆様に、心か

ら感謝を申し上げ、公共施設等総合管理計画調査特別委員会の最終報告といたします。

ありがとうございました。

○議長（千葉 健） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） 質疑なしと認めます。

【２１番 児玉裕一議員 降壇】

○議長（千葉 健） 以上で、公共施設等総合管理計画調査特別委員会の最終報告を終了
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いたします。

○議長（千葉 健） お諮りいたします。議案調査のため、２月２５日から３月５日まで

９日間、休会いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（千葉 健） ご異議なしと認めます。よって、２月２５日から３月５日までの９

日間、休会することに決しました。

○議長（千葉 健） 以上で本日の日程は、全て終了しました。

本日はこれをもって散会し、来たる３月６日、本会議第２日を定刻に開議いたします。

大変ご苦労様でございました。

午後 ２時５７分 散 会


